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『
復
古
記
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不
採
録
の
諸
記
録
か
ら
探
る
江
戸
情
勢
 （
三
）
 

A Study on the Political Situation in E
do B

ased on the D
ocum

ents U
nrecorded in Fukkoki (3) 

 
―
「
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
」
の
史
料
的
解
明
 
そ
の
二
 ―
 

奈
倉
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三
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G
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 T
e
tsu

z
o 

要 

旨 
 

   

本
稿
は
、
慶
応
三
年
十
二
月
二
十
五
日
に
江
戸
で
起
き
た
「
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
」
を
史
料
か
ら
解
明
す
る
作
業
の
一
過

程
で
あ
り
、
前
稿
に
続
き
、
二
と
し
て
、
多
く
の
原
写
本
史
料
を
紹
介
し
分
析
す
る
と
と
も
に
、
未
活
用
の
活
字
史
料
も
併
せ
、

「
事
件
」
に
関
し
、
以
下
の
諸
点
を
解
明
し
た
。
ま
ず
、
前
夜
十
時
に
は
庄
内
支
藩
松
山
藩
が
密
か
に
準
備
態
勢
に
入
っ
た
こ
と
、

庄
内
藩
と
薩
邸
と
の
交
渉
は
意
外
に
長
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
、
薩
邸
降
人
の
内
七
五
名
前
後
が
当
夜
は
伝
奏
屋
敷
に
入
れ
ら
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
薩
摩
藩
士
益
満
休
之
助
は
会
津
藩
下
屋
敷
に
入
り
込
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
捕
り
押
さ
え
ら
れ
、
当
夜
は
会
津
藩

士
の
下
に
監
視
さ
れ
、
後
、
美
作
勝
山
藩
江
戸
詰
藩
士
の
下
に
移
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
勝
海
舟
の
下
に
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

薩
邸
か
ら
逃
亡
し
た
浪
士
に
よ
っ
て
放
火
さ
れ
た
南
品
川
宿
近
辺
は
想
像
を
絶
す
る
悲
惨
な
状
況
で
あ
り
、
た
め
に
薩
摩
と
浪
士

た
ち
に
対
す
る
戦
慄
が
広
が
っ
た
こ
と
、
最
後
に
、
「
事
件
」
に
関
す
る
米
国
書
記
官
の
問
合
せ
と
、
西
丸
幕
閣
の
公
式
見
解
を

紹
介
し
、
米
国
書
記
官
に
は
王
政
復
古
後
も
、
「
一
橋
公
政
府
」
へ
の
期
待
が
な
お
あ
っ
た
こ
と
、
在
坂
米
国
公
使
に
も
外
国
奉

行
ら
に
よ
る
返
書
は
伝
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
諸
外
国
の
「
局
外
中
立
」
決
定
と
の
関
連
如
何
に
つ
い

て
検
討
す
る
手
が
か
り
も
提
供
し
た
。 
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は
じ
め
に
―
本
稿
の
目
的 

  

本
稿
は
前
稿
に
引
き
続
き
、
慶
応
三
年
十
二
月
二
十
五
日
に
江
戸
で
起
き
た
「
薩

摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
」〔
以
下
「
事
件
」
と
略
記
〕
を
、
史
料
か
ら
解
明
す
る
作
業

の
一
過
程
で
あ
る（1）

。 

 

前
稿
で
は
、
戊
辰
戦
争
研
究
に
お
け
る
最
も
基
礎
的
な
編
纂
史
料
で
あ
る
『
復
古

記
』
に
採
録
さ
れ
た
史
料
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
鑑
み
、
取

り
敢
え
ず
、『
復
古
記
』
に
採
録
さ
れ
た
史
料
か
ら
探
れ
る
「
事
件
」
像
を
提
示
し
て

お
い
た
〔
一
『
復
古
記
』
か
ら
知
り
得
る
「
事
件
」
〕
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
続
く
二

と
し
て
、『
復
古
記
』
が
典
拠
史
料
と
し
た
史
料
群
の
内
、
採
録
し
な
か
っ
た
史
料
、

『
復
古
記
』編
纂
時
の
史
料
群
に
あ
り
な
が
ら
採
録
が
ま
っ
た
く
見
送
ら
れ
た
史
料
、

そ
も
そ
も
『
復
古
記
』
編
纂
時
に
は
典
拠
の
対
象
外
で
あ
っ
た
史
料
、
以
上
三
種
の

各
原
写
本
史
料
を
紹
介
し
、
分
析
す
る
。
な
お
、
蒐
集
し
た
史
料
量
が
膨
大
な
た
め
、

本
稿
で
は
「
事
件
」
を
解
明
・
考
察
す
る
上
で
重
要
な
史
料
に
絞
り
、
前
稿
を
多
少

補
足
す
る
程
度
の
も
の
は
今
回
は
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
一
方
、『
復
古
記
』

以
外
の
活
字
史
料
に
も
、
ま
っ
た
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
史
料
が
数
点
あ
る

の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
各
史
料
か
ら
概
要
を
提
示
し
、
検
討
す
る
。 

 

な
お
、「
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
」
を
当
該
期
の
史
料
に
よ
っ
て
学
術
的
に
論
じ

た
も
の
が
皆
無
で
あ
る
研
究
状
況
の
下
で
は
、
こ
の
史
料
提
示
自
体
が
、
政
治
史
的

角
度
か
ら
の
論
議
も
呼
び
起
こ
す
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
筆
者
の

関
心
は
、
あ
く
ま
で
も
戊
辰
戦
争
期
江
戸
・
東
京
の
民
衆
意
識
の
解
明
に
あ
り
、
本

稿
は
そ
の
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
る
こ
と
を
諒
解
さ
れ
た
い
。 

 
 

二 

原
写
本
史
料
群
か
ら
窺
え
る
「
事
件
」 

 

（
一
）
前
夜
の
軍
立
て
・
当
日
の
戦
闘
と
帰
陣 

 

ま
ず
、『
復
古
記
』
編
纂
時
に
旧
大
名
家
華
族
か
ら
提
出
を
求
め
た
「
家
記
」
中
、

「
事
件
」
に
関
し
て
は
、『
復
古
記
』
編
纂
者
が
採
録
を
見
送
っ
た
「
家
記
」
の
内
、

出
羽
松
山
藩
〔
後
、
出
羽
松
嶺
藩
、
藩
庁
跡
は
現
在
山
形
県
酒
田
市
内
〕
主
、
酒
井

紀
伊
守
忠
匡
の
提
出
し
た
「
酒
井
忠
匡
家
記
」
か
ら
、
前
日
二
十
四
日
夜
か
ら
の
出

動
状
況
を
見
て
お
こ
う
〔
以
下
、
史
料
上
の
読
点
は
す
べ
て
引
用
者
〕
。 

  
 

芝
三
田
薩
州
藩
ノ
邸
エ
屯
集
ス
ル
所
ノ
浮
浪
、
近
時
頻
暴
動
、
幕
府
ニ
於
テ
置 

 

可
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
今
夜
〔
二
十
四
日
夜
〕
将
ニ
事
ア
ラ
ン
ト
ス
ル
ト
聞
、 

 

此
ヲ
以
テ
各
藩
ノ
兵
士
、
往
々
コ
ヽ
ニ
会
衆
ス
、
宜
シ
ク
警
セ
ス
ハ
ア
ル
可
ラ 

 

ス
ト
、
依
テ
重
テ
兵
ヲ
発
シ
、
速
ニ
之
ニ
臨
ミ
、
遂
ニ
幕
命
ヲ
奉
シ
テ
其
軍
ニ 

 

従
ハ
シ
ム
、
其
略
左
ノ
如
シ
、 

 

と
記
し
た
後
、 

 
 

士
大
将
長
坂
欣
之
助
〔
以
下
姓
名
に
は
す
べ
て
平
○
○
も
し
く
は
源
□
□
が
附 

 

さ
れ
て
い
る
が
略
す
〕
徒
士
七
人
其
他
従
者
、
目
附
兼
使
番
小
野
寺
健
助
・
屋 

 

代
織
衛
、
組
頭
林
重
次
郎
、
炮
術
師
範
兼
目
附
川
上
十
郎
・
戦
士
十
五
人
・
其 

 

他
従
者
及
車
台
炮
二
門
、
組
頭
鈴
木
圓
右
衛
門
、
炮
術
師
範
兼
目
附
山
本
鰡
蔵
・

戦
士
十
五
人
・
其
他
従
者
及
車
台
炮
三
門
、
物
頭
加
藤
一
格
・
銃
卒
十
三
人
、 

 

以
上
従
者
等
合
テ
六
十
余
人（2） 
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『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 (三) 

 

と
あ
り
、
庄
内
支
藩
松
山
藩
が
六
十
余
人
規
模
で
前
夜
か
ら
軍
立
て
の
態
勢
に
入

っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
次
い
で
、
二
十
五
日
当
日
は
、「
翌
廿
五
日
宗
藩
応
接
破
レ

テ
遂
ニ
戦
ニ
就
、
我
兵
先
鋒
ヲ
以
テ
追
手
ヲ
攻
、
屋
代
織
衛
先
登
シ
テ
之
ヲ
破
」
と
、

松
山
藩
が
先
鋒
を
担
い
、
目
附
兼
使
番
の
屋
代
織
衛
が
先
陣
を
切
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
同
じ
松
山
藩
の
江
戸
詰
家
臣
加
藤
氏
が
当
時
記
し
て
い
た
「
日
記
」
の
第

五
七
冊
〔
慶
応
三
丁
卯
年
正
月
よ
り
十
二
月
迄
、
原
本
〕
か
ら
は
、
江
戸
藩
邸
内
の

細
か
い
動
静
や
本
藩
庄
内
藩
と
の
緊
密
な
関
係
を
含
め
た
、
前
夜
か
ら
の
更
に
詳
細

な
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
〔
以
下
、
闕
字
・
平
出
は
す
べ
て
史
料
通
り
〕
。 

  

一 

夜
〔
二
十
四
日
〕
四
時
過
、
長
坂
殿
よ
り
呼
出
ニ
而
罷
出
候
処
、
薩
州
屋
敷 

 

戦
争
之
模
様
ニ
付
、
御
人
数
御
差
出
相
成
候
間
、
御
足
軽
拾
五
人
召
連
可
罷
出 

 

旨
、
尤
全
風
説
之
事
故
、
途
中
不
目
立
様
致
し
、
具
足
等
は
長
持
ニ
而
運
ひ
候 

 

様
に
申
聞
候
付
、
直
に
小
頭
え
申
達
、
夫
々
支
度
致
し
、
九
時
過
長
坂
殿
其
外 

 

同
道
、
西
丸
下
御
屋
敷
迄
出
張
、 

 
 
 

但
諸
家
様
御
人
数
も
追
々
同
所
へ
繰
込
、 

 

一 

然
処
、
此
程
薩
州
之
者
御
本
家
陣
廻
り
方
三
田
町
辺
之
屯
所
ヘ
発
炮
致
し
、 

 

且
近
々
江
戸
中
炮
発
に
も
及
候
哉
之
趣
に
付
、
薩
州
屋
敷
へ
押
懸
、
模
様
に
寄 

 

及
戦
争
候
趣
、
内
々
に
申
聞
事
、 

 

一 

明
ケ
方 

御
本
家
陣
御
人
数
繰
出
、
引
続
此
方
陣
御
人
数
も
繰
出
ス
、
六
半 

 

時
過
、
三
田
町
有
馬
様
東
御
長
屋
下
え
参
着
、 

 
 

御
本
家
陣
よ
り
薩
州
家
へ
御
掛
合
に
相
成
候
事
、 

 
 
 

但
松
平
大
和
守
様
・
松
平
和
泉
守
様
・
松
平
伊
豆
守
様
・
鳥
居
丹
波
守
様
・ 

 
 

間
部
下
総
守
様
御
人
数
も
屋
敷
廻
り
取
巻
、 

公
儀
御
人
数
も
廻
り
取
巻
、 

 

一 

此
方
陣
に
は
薩
州
表
門
前
大
岡
兵
庫
頭
様
東
横
町
え
相
固
、
弁
当
遣
扣
居
候 

 

処
、
四
時
頃
に
も
候
哉
、 

御
本
家
陣
よ
り
、
弥
打
入
之
事
に
相
成
候
段
注
進 

 

ニ
付
、
直
に
大
炮
向
、
表
長
屋
え
炮
発
、
追
々
押
詰
、
長
屋
窓
よ
り
火
ヲ
入
ル
、 

 

其
内
表
門
仮
塀
故
、
同
所
打
破
込
入
、
長
屋
え
火
ヲ
掛
、
責
掛
り
、
打
捨
之
者 

 

三
人
、
生
捕
拾
四
人
、
都
合
拾
七
人
也
、 

御
人
数
に
は
壱
人
も
怪
我
無
し
、 

 
 

一
同
大
働
無
難
、
一
ト
先
元
場
所
へ
引
取
、 

 

一 

御
本
家
陣
に
は
西
北
角
よ
り
御
打
入
、
火
ヲ
掛
、
打
取
生
捕
等
有
之
、
大
炮 

 

差
図
役
中
世
古
忠
蔵
と
申
仁
、
横
腹
よ
り
股
に
掛
ケ
玉
疵
ニ
而
即
死
、
頭
面
と 

 

も
玉
当
り
候
由
、
実
に
残
念
、
外
壱
両
人
怪
我
有
之
由
に
候
得
共
、
一
命
に
は 

 

不
拘
候
由
、 

 

一 

八
頃
に
も
候
哉
、
又
々 

 
 

御
本
家
陣
差
図
ニ
而
表
門
よ
り
繰
込
、
猶
又
所
々
及
穿
鑿
候
得
共
、
壱
人
も
見 

 

へ
不
申
、
替
芝
居
致
居
、
其
内
長
屋
土
蔵
等
不
残
焼
失
ニ
付
、 

御
本
家
陣
御 

 

人
数
屯
致
居
候
西
北
之
方
ヘ
相
越
、
扣
居
石
原
倉
右
衛
門
殿
へ
長
坂
殿
よ
り
掛 

 

合
之
上
、
勝
時

〔
勝
鬨
〕

揚
ケ
、
西
北
角
之
所
よ
り
引
揚
、
御
行
列
立
、
跡
え
生
捕
之
者 

 

召
連
、
赤
羽
根
通
よ
り 

 
 

西
丸
下
御
屋
敷
え
七
時
頃
引
取
、
尤
、
生
捕
之
者
共
は
足
軽
警
固
為
致
、
御
留 

 

守
居
代
屋
代
織
衛
同
道
、
町
奉
行
所
途
中
よ
り
直
に
差
出
之
、
然
処
、
町
奉
行 

 
ニ
而
受
取
不
申
、
御
目
付
方
よ
り
出
役
御
徒
目
付
へ
引
渡
、
翌
朝
引
取
候
由
、 

 
 
 

但
、
大
岡
様
よ
り
御
留
守
居
相
越
、
色
々
御
心
配
、
呑
湯
赤
飯
等
被
下
、
且 

 
 

楷
子
・
畳
・
薄
縁
・
机
之
物
御
貸
被
下
、
万
端
御
都
合
能
事
也
、 
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一 

西
丸
下
へ
引
取
後
、
御
近
習
頭
取
御
使
方
、
今
日
一
同

心

（
マ
マ
）

命
相
働
候
段
、 

 
 

一
統
無
難
に
引
揚 

 
 

御
満
悦
被
思
召
候
旨 

 
 

御
意
被
成
下
、
櫁
柑
二
ツ
相
被
下
置
之
候
事
、 

 

一 

御
本
家
様
よ
り
御
酒
飯
物
被
下
置
候
模
様
之
由
ニ
付
、
暫
扣
居
候
処
、
何
分 

 

一
同
疲
、
遅
夜
に
も
相
成
候
間
、
長
坂
殿
よ
り
圓
右
衛
門
え
談
し
上
、
御
人
数 

 

引
取
、
四
時
頃
御
屋
敷
へ
参
着
、
表
御
門
よ
り
入
、
御
白
州
え
相
揃 

 
 

殿
様
御
出
向
も
可
被
遊
候
処
、
御
不
快
中
ニ
付
、
桑
原
亦
八
郎
御
名
代
ニ
而
出 

 

迎
候
段
、
長
坂
殿
へ
被
申
達
、
御
同
人
よ
り
其
段
一
同
え
被
申
渡
之
候
、
夫
よ 

 

り 

大
書
院
え
為
御
名
代 

 
 

若
殿
様
御
出
座
、
自
分
始
御
徒
目
付
迄
一
同
被
召
出
、 

御
意
被
成
下
、
畢
而 

 

於
同
所
、
御
家
老
始
御
徒
目
付
迄
御
酒
飯
物
被
下
置
之
、
夫
よ
り
引
取
、 

 

一 

御
足
軽
共
え
は
御
家
老
於
御
武
笠
間
糠
調
有
之
、
九
畳
之
間
ニ
而
御
酒
被
下 

 

置
候
事
、 

 

一 

今
日
召
連
候
鎗
持
万
吉
と
申
者
え
、
褒
美
と
し
て
弐
朱
遣
ス

（3 ）

、 

  

長
坂
殿
と
は
「
酒
井
忠
匡
家
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
出
羽
松
山
藩
「
士
大
将
」
の

長
坂
欣
之
助
。
前
夜
十
時
半
頃
、
既
に
「
薩
州
屋
敷
戦
争
之
模
様
」
の
た
め
兵
を
出

す
よ
う
長
坂
か
ら
要
請
が
あ
り
、
加
藤
は
「
足
軽
十
五
人
」
を
召
連
て
長
坂
の
下
に

行
く
。
こ
の
段
階
で
は
「
全
風
説
之
事
」
で
あ
る
か
ら
と
、「
途
中
不
目
立
様
」
に
「
具

足
等
は
長
持
ニ
而
運
」
び
、
深
夜
十
二
時
過
ぎ
頃
に
西
丸
下
御
屋
敷
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
諸
藩
兵
も
徐
々
に
同
所
に
繰
り
込
ん
で
来
る
。
こ
こ
で
、
加
藤
ら
松
山
藩
士

は
、
本
家
庄
内
藩
屯
所
〔
三
田
同
朋
町
〕
が
「
薩
州
之
者
」
か
ら
発
炮
を
受
け
た
こ

と
等
を
聞
か
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
「
薩
州
屋
敷
へ
押
懸
、
模
様
に
寄
」
り
戦
争
に
な
る

で
あ
ろ
う
、
と
「
内
々
に
」
聞
か
さ
れ
る
。 

 

「
明
ケ
方
」
に
本
藩
庄
内
藩
に
従
っ
て
繰
り
出
し
、
午
前
七
時
に
は
三
田
久
留
米

藩
有
馬
屋
敷
の
東
長
屋
下
〔
久
留
米
藩
江
戸
藩
邸
は
、
現
在
の
都
営
大
江
戸
線
赤
羽

根
橋
駅
南
側
一
帯
、
み
な
と
保
健
所
・
東
京
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
都
立
三
田
高
校
・

三
田
国
際
ビ
ル
・
同
ア
ネ
ッ
ク
ス
等
を
含
む
広
い
一
区
画
、
そ
の
国
際
ビ
ル
側
〕
に

参
着
し
て
い
る
。
三
田
通
り
を
挟
ん
で
す
ぐ
東
南
角
が
薩
邸
の
西
北
角
で
あ
る
。 

 

そ
の
場
所
で
、
庄
内
藩
と
松
山
藩
の
他
、
加
藤
が
確
認
で
き
た
藩
兵
は
、
上
野
前

橋
藩
・
三
河
西
尾
藩
・
出
羽
上
山
藩
・
下
野
壬
生
藩
・
越
前
鯖
江
藩
の
各
隊
と
幕
府

陸
軍
諸
隊
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
武
蔵
岩
槻
藩
大
岡
兵
庫
頭
の
隊
と
共
に
、
薩
州
表

門
〔
薩
邸
北
側
〕
前
の
通
り
を
固
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
に
備
え
弁
当
を
食
べ
て

い
る
と
、
午
前
十
時
頃
に
、
本
藩
庄
内
藩
か
ら
「
打
入
」
が
告
げ
ら
れ
る
。 

 

以
上
か
ら
、
既
に
前
夜
十
時
に
は
庄
内
支
藩
松
山
藩
で
も
密
か
な
行
動
が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
、
庄
内
藩
と
薩
州
邸
と
の
交
渉
は
二
十
五
日
午
前
七
時
頃
に
始
ま
っ
て

十
時
頃
ま
で
掛
か
っ
た
、
か
な
り
長
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 

 

戦
闘
模
様
に
つ
い
て
も
、
加
藤
は
「
直
に
大
炮
向
、
表
長
屋
え
炮
発
、
追
々
押
詰
、

長
屋
窓
よ
り
火
ヲ
入
ル
、
其
内
表
門
仮
塀
故
、
同
所
打
破
込
入
、
長
屋
え
火
ヲ
掛
、

責
掛
り
」
と
自
藩
の
兵
が
果
敢
に
戦
っ
た
様
を
記
録
し
て
い
る
。 

 

松
山
藩
が
「
打
捨
」
た
者
は
三
人
、「
生
捕
」
っ
た
者
が
十
四
人
、
藩
側
に
は
怪
我

人
さ
え
出
て
い
な
い
。
た
だ
、
本
藩
庄
内
藩
で
は
、
大
炮
差
図
役
の
中
世
古
忠
蔵
が

即
死
し
、
怪
我
人
も
出
て
い
る
。
午
後
二
時
過
ぎ
、
邸
内
を
捜
索
し
た
後
、
大
将
の
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『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 (三) 

長
坂
欣
之
助
が
本
藩
江
戸
詰
中
老
の
石
原
倉
右
衛
門
に
掛
け
合
い
、
勝
利
の
勝
鬨
を

あ
げ
て
い
る
。
そ
の
後
、
薩
邸
西
北
角
か
ら
引
き
上
げ
、
後
ろ
に
「
生
捕
」
者
を
召

連
れ
て
赤
羽
根
通
を
行
軍
、
午
後
三
時
過
ぎ
に
西
丸
下
屋
敷
に
着
い
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、《
「
生
捕
」
は
足
軽
に
警
固
さ
せ
、
御
留
守
居
代
の
屋
代
織
衛
が
同
道
》

の
後
、《
途
中
で
町
奉
行
所
に
直
接
引
き
渡
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
町
奉
行
は
受
け
取

ら
な
か
っ
た
》
と
あ
る
の
は
前
稿
で
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
《
幕
府
出

役
が
出
て
き
て
御
徒
目
付
へ
引
渡
し
た
、
翌
朝
引
き
取
る
と
の
こ
と
だ
》
と
い
う
記

事
は
、「
淀
藩
加
藤
某
筆
記
」
を
典
拠
に
、『
復
古
記
』
が
採
録
し
た
、「
評
定
所
に
送

る
よ
う
言
わ
れ
そ
こ
ま
で
付
き
添
っ
て
届
け
た
」
と
い
う
出
羽
上
山
藩
松
平
伊
豆
守

の
届
書
と
は
、
趣
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。 

 

実
は
、
こ
の
経
過
が
ほ
ぼ
正
確
に
判
る
史
料
が
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
に

入
っ
て
い
る
。
活
字
史
料
な
の
で
紹
介
は
省
く
が
結
論
だ
け
言
え
ば
、
二
十
五
日
に

薩
邸
で
「
召
捕
」
し
た
者
と
「
降
人
」
と
な
っ
た
者
を
酒
井
左
衛
門
尉
以
下
の
藩
兵

が
町
奉
行
所
に
連
行
し
た
が
、
幕
府
は
町
奉
行
に
対
し
、
ま
ず
一
旦
は
幕
府
目
付
へ

引
き
渡
す
よ
う
達
し
た
。
次
に
目
付
に
対
し
て
は
、
当
分
の
間
「
召
捕
」「
降
人
」
の

者
を
伝
奏
屋
敷
へ
入
れ
て
お
く
こ
と
、
警
衛
に
つ
い
て
は
、
幕
府
小
普
請
役
の
面
々

と
鳥
居
丹
波
守
〔
忠
宝
、
下
野
壬
生
藩
〕
の
藩
兵
が
あ
た
る
こ
と
を
命
じ
、
更
に
丹

波
守
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
中
巡
邏
役
を
免
ず
る
代
わ
り
に
、
伝
奏
屋
敷
で
の
「
召

捕
」
「
降
人
」
の
警
衛
に
あ
た
る
よ
う
命
じ
て
い
る（4 ）

。 

 

ま
た
、
内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
の
「
坤
儀
革
正
録
」
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
鳥
居
丹

波
守
の
届
出
に
は
、 

 

 
 

酒
井
左
衛
門
尉
手
え
降
人
罷
出
候
者
幷
召
捕
候
者
請
取
、
守
衛
等
も
可
致
旨
、 

 

御
目
付
阿
部
邦
之
助
よ
り
差
図
有
之
候
ニ
付
、別
紙
之
通
請
取
、
暁
七
ツ
時
過
、 

 

伝
奏
屋
敷
え
引
取
、
守
衛
為
仕
置
候
、
此
段
御
届
申
上
候
以
上（5 ）

、 

  

と
あ
る
。幕
府
目
付
阿
部
邦
之
助
の
差
図
に
よ
り
、
明
け
て
二
十
六
日
と
な
る
前
、

午
前
四
時
頃
に
伝
奏
屋
敷
に
入
れ
、
守
衛
の
体
勢
に
入
っ
た
、
と
の
届
け
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
届
」
を
見
る
限
り
、
松
山
藩
加
藤
の
「
日
記
」
に
《
出
役
が
出
て
き
て
御

徒
目
付
に
引
渡
し
た
、
翌
朝
引
き
取
っ
た
様
だ
》
と
の
記
事
は
、
そ
こ
に
「
伝
奏
屋

敷
へ
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
「
評
定
所
へ
渡
し
た
」
で
は
な
い
分
、
『
復

古
記
』
が
「
淀
藩
加
藤
某
筆
記
」
を
典
拠
と
し
た
松
平
伊
豆
守
の
届
書
よ
り
も
正
確

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
評
定
所
に
送
っ
た
」
と
い
う
表
現
も
あ
な
が
ち
誤
り
と
は
言

え
な
い
。
何
故
な
ら
、
評
定
所
は
寛
文
元
年
以
来
、
辰
ノ
口
〔
現
新
丸
ビ
ル
の
北
側

向
か
い
〕
に
あ
る
伝
奏
屋
敷
を
二
分
割
し
た
場
所
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（6 ）

。 

 

こ
の
後
の
、
藩
内
で
の
労
い
・
褒
美
・
本
家
と
の
や
り
と
り
な
ど
は
、
な
る
ほ
ど

小
藩
の
「
凱
旋
」
帰
陣
と
は
こ
う
い
う
も
の
か
、
と
思
わ
れ
る
程
に
リ
ア
ル
な
記
述

で
あ
る
。
加
藤
は
鎗
持
万
吉
に
褒
美
二
朱
を
遣
わ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
は
ま

だ
暫
く
続
く
の
で
省
い
た
が
、
二
十
六
日
の
最
後
の
記
事
に
は
、「
一 

御
足
軽
御
厩

勤
富
樫
啓
弥
と
申
者
、
最
初
長
屋
へ
火
ヲ
掛
候
節
、
壱
番
に
焼
矛
等
窓
よ
り
入
候
ニ

付
、
五
石
弐
人
御
扶
持
升
役
御
足
軽
組
被 

仰
付
候
旨
、
御
家
老
申
渡
候
ニ
付
、
朝

小
頭
同
道
呼
出
申
渡
之
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
厩
勤
番
の
足
軽
富
樫
啓
弥
が
、
一

番
駆
け
に
薩
邸
内
の
侍
長
屋
に
火
を
投
じ
た
こ
と
で
昇
給
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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（
二
）
「
召
捕
」
・「
降
人
」
の
状
況 

㈠
「
召
捕
」・「
降
人
」
の
数
・
氏
名 

 

さ
て
、
当
夜
遅
く
、
伝
奏
屋
敷
に
送
り
込
ま
れ
た
薩
邸
「
降
人
」
及
び
「
召
捕
人
」

で
あ
る
が
、こ
の
氏
名
を
、現
在
ま
で
の
調
査
で
四
つ
の
原
写
本
史
料
で
把
握
し
た
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
「
坤
儀
革
正
録
」
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本

「
淀
藩
加
藤
某
秘
書
」
・「
淀
藩
加
藤
某
御
用
留
」・
「
慶
応
見
聞
集
」
で
あ
る（7）

。 

 

こ
の
「
降
人
」「
召
捕
人
」
が
多
数
で
あ
り
、
そ
の
後
の
扱
い
も
気
に
な
る
事
柄
で

あ
る
た
め
、
四
点
の
史
料
で
把
握
し
た
全
氏
名
を
、
表
記
の
異
同
を
含
め
、
以
下
に

紹
介
し
て
お
く
。
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
「
坤
儀
革
正
録
」
本
の
、
鳥
居
丹
波
守
十
二

月
二
六
日
付
届
書
中
に
、「
別
紙
」
と
し
て
記
さ
れ
た
姓
名
録
を
底
本
と
し
、
全
氏
名

を
「
淀
藩
加
藤
某
秘
書
」・「
淀
藩
加
藤
某
御
用
留
」・「
慶
応
見
聞
集
」
と
対
校
し
た
。

底
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
〔 

〕
内
に
、「
淀
藩
加
藤
某
秘
書
」
を
「
秘
書
」
、「
淀

藩
加
藤
某
御
用
留
」
を
「
御
用
」
、
「
慶
応
見
聞
集
」
を
「
慶
応
」
と
略
記
し
、
苗
字

の
相
違
の
み
の
場
合
は
苗
字
を
、
名
の
相
違
の
み
の
場
合
は
名
を
記
す
。
対
校
本
に

は
存
在
し
な
い
場
合
は
無
と
記
す
。 

  
 

檜
本
涼
一
郎
、
称
口
才
之
進
〔
「
慶
応
」
弥
口
〕、
新
原
健
之
丞
〔
「
秘
書
」・「
御
用
」 

 

無
〕
、
郡
司
直
助
、
中
島
七
郎
、
中
澤
納
司
〔
「
秘
書
」・「
御
用
」・「
慶
応
」
納
治
〕
、

前
田
源
兵
衛
〔
「
慶
応
」
治
兵
衛
〕
、
郡
司
熨
斗
郎
、
相
川
惣
兵
衛
〔
「
御
用
」
聡
兵

衛
〕
、
小
林
萬
蔵
、
斎
藤
利
兵
衛
〔
「
慶
応
」
和
兵
衛
〕
、
恒
谷
半
兵
衛
〔
「
慶
応
」

須
谷
〕
、
相
川
惣
蔵
、
赤
塚
一
郎
左
衛
門
〔
「
秘
書
」
赤
坂
一
郎
右
衛
門
・
「
御
用
」

赤
坂
市
郎
右
衛
門
・「
慶
応
」
赤
根
〕、
児
玉
佐
兵
衛
〔
「
秘
書
」・「
御
用
」
旧
玉
〕
、
内

田
清
吉
、
橋
山
徳
治
郎
〔
「
秘
書
」
松
本
・
「
御
用
」
橋
本
・
「
慶
応
」
健
次
郎
〕
、
中

武
次
左
衛
門
〔
「
秘
書
」・「
御
用
」・「
慶
応
」
治
右
衛
門
〕
、
岩
本
幸
兵
衛
、
田
中
金

次
郎
、
柴
山
良
之
助
〔
「
秘
書
」
・
「
御
用
」
柴
田
良
助
〕
、
堀
勘
兵
衛
、
児
玉
孫
左

衛
門
〔
「
秘
書
」・「
御
用
」
旧
玉
孫
右
衛
門
・「
慶
応
」
無
〕
、
伴
太
郎
左
衛
門
、
東
郷

七
之
丞
〔
「
慶
応
」
本
郷
〕
、
入
江
駒
之
丞
〔
「
慶
応
」
入
海
〕
、
斎
藤
八
郎
、
臼
井

猶
嘉
〔
「
慶
応
」
猶
喜
〕
、
川
崎
四
郎
左
衛
門
〔
「
慶
応
」
川
嶌サ

キ

〕
、
堤
彦
太
郎
、
澁

谷
龍
徳
、
半
田
源
太
郎
〔
「
慶
応
」
平
田
源
次
郎
〕
、
山
本
辰
次
郎
、
斎
藤
直
次
郞

〔
「
慶
応
」
五
郎
治
〕
、
玉
置
周
司
〔
「
慶
応
」
周
治
〕
、
桑
山
甚
助
、
玉
置
健
蔵
、

比
野
友
吉
、
米
倉
武
市
〔
「
秘
書
」・「
御
用
」・「
慶
応
」
前
倉
武
一
〕
、
宇
都
武
右
衛

門
、
八
木
平
太
郎
、
八
木
善
八
郎
、
柳
瀬
半
助
、
比
野
乙
吉
〔
「
慶
応
」
北
野
〕
、

深
瀬
堯
蔵
、
関
助
之
進
〔
「
慶
応
」
無
〕
、
堂
藤
武
八
〔
「
秘
書
」
・
「
御
用
」
安
藤
、

「
慶
応
」
安
藤
武
七
〕
、
杉
田
善
次
郎
、
川
口
源
次
郎
、
前
田
勇
吉
、
村
岡
誠
之

進
、
川
口
源
蔵
、
斎
藤
八
郎
妻
、
子
供
三
人
、
下
女
壱
人
、
中
間
十
七
人

（8）

、 

 

な
お
こ
の
外
に
「
淀
藩
加
藤
某
秘
書
」「
淀
藩
加
藤
某
御
用
留
」「
慶
応
見
聞
集
」

に
あ
っ
て
、「
坤
儀
革
正
録
」
に
無
い
名
と
し
て
、
田
中
鉄
蔵
・
田
中
玉
次
郎
の
二
名

が
あ
る（9）

。 

 

以
上
を
合
計
す
る
と
、
最
も
多
い
「
淀
藩
加
藤
某
秘
書
」
「
淀
藩
加
藤
某
御
用
留
」

で
、
婦
人
・
子
供
・
下
女
・
中
間
を
含
め
七
六
名
、「
坤
儀
革
正
録
」
が
七
四
名
、「
慶

応
見
聞
集
」
も
人
名
に
交
互
の
入
れ
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
七
四
名
で
あ
り
、

『
復
古
記
』
が
「
淀
藩
某
筆
記
」
を
典
拠
と
し
て
酒
井
左
衛
門
尉
家
来
岡
田
五
十
馬

の
届
と
し
て
記
し
た
「
降
人
薩
邸
四
十
二
人
、
生
捕
薩
邸
一
人
、
末
家
〔
佐 

土
原
藩
〕
三
十
二
人
」
を
合
わ
せ
た
人
数
、
七
五
名
に
ほ
ぼ
合
致
す
る（10）

。 
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『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 (三) 

 

こ
の
「
召
捕
人
」
・
「
降
人
」
に
対
す
る
取
調
は
、
老
中
か
ら
寺
社
奉
行
戸
田
土
佐

守
・
大
目
付
木
下
大
内
記
・
町
奉
行
小
出
大
和
守
・
勘
定
奉
行
木
村
飛
騨
守
・
目
付

長
井
筑
前
守
に
対
し
て
、「
松
平
修
理
大
夫
屋
敷
内
お
ゐ
て
召
捕
候
者
幷
降
人
共
、
立

合
吟
味
被 
仰
付
之
」
と
し
て
「
達
」
が
下
さ
れ
て
い
る（11）

。 

㈡
薩
摩
藩
士
益
満
休
之
助
「
捕
押
」
と
勝
海
舟
「

預
あ
ず
か
り

」
迄
の
経
過 

 

⑴
益
満
休
之
助
「
捕
押
」 

 

と
こ
ろ
で
、
先
の
「
召
捕
」・「
降
人
」
の
中
に
、
こ
の
時
に
捕
ま
っ
た
と
さ
れ
る
、

浪
士
の
指
揮
官
で
あ
る
薩
摩
藩
士
、
益
満
休
之
助
の
名
が
見
え
な
い
。 

 

実
は
益
満
休
之
助
は
、
こ
の
庄
内
藩
・
支
藩
松
山
藩
を
中
心
と
す
る
薩
邸
焼
き
討

ち
に
加
わ
っ
て
い
た
諸
藩
と
は
別
の
藩
、
な
ん
と
会
津
藩
の
藩
士
に
捕
ら
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
「
黒
川
秀
波
筆
記
」
中
に
、
か
な
り
具
体
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
復
古
記
』
に
は
、「
黒
川
秀
波
筆
記
」
か
ら
採
録
し
た
記
事
と
し
て
は
最
後
の
箇

所
に
、
討
手
側
諸
藩
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
稿
で
述
べ
た
が
、「
筆
記
」
は
こ

の
記
録
に
続
い
て
、
関
東
・
江
戸
で
の
挑
発
行
為
の
証
拠
書
類
を
箱
ご
と
庄
内
藩
が

手
に
入
れ
た
こ
と
、
焼
き
討
ち
後
の
屋
敷
取
締
が
晦
日
か
元
日
か
ら
始
ま
る
こ
と
の

二
点
を
記
し
、
そ
の
丁
に
ま
だ
か
な
り
の
余
白
を
残
し
た
後
、
次
の
丁
の
最
初
に
、

以
下
の
「
伺
書
」
を
記
録
し
て
い
る
。 

  

一 

丁
卯
十
二
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

薩
藩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

留
守
居
付
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

益
満
休
之
助 

 
 

右
之
者
、今
廿
五
日
三
田
綱
坂
下
屋
敷
境
板
塀
よ
り
乗
掛
入
候
ニ
付
捕
押
申
候
、 

 
 

何
れ
え
引
渡
可
申
哉
奉
伺
候
以
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
肥
後
守
内 

 
 
 
 

十
二
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
尾
鉄
之
丞（12） 

  

「
三
田
綱
町
」
は
現
在
の
三
田
二
丁
目
西
側
半
分
の
地
域
〔「
綱
」
は
《
渡
辺
綱
産

湯
の
泉
》
伝
説
に
由
来
す
る
地
名
〕、
こ
の
内
の
北
側
東
部
分
〔
現
三
井
倶
楽
部
辺
り
〕

に
島
津
淡
路
守
佐
土
原
藩
上
屋
敷
が
あ
り
、
北
側
西
部
分
〔
現
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大

使
館
辺
り
〕
に
は
織
田
出
雲
守
丹
波
柏
原
藩
上
屋
敷
が
あ
る
。
そ
し
て
両
藩
邸
の
南

側
、
南
西
方
面
に
下
り
坂
と
な
る
「
三
田
綱
坂
」〔
現
慶
應
義
塾
中
学
・
同
女
子
高
校

か
ら
首
都
高
速
二
号
目
黒
線
・
古
川
へ
下
が
る
地
域
〕
が
、
会
津
藩
下
屋
敷
な
の
で

あ
る（13）

。
益
満
は
、
薩
邸
か
ら
脱
出
し
た
浪
士
が
南
下
し
て
品
川
に
向
か
っ
た
の
と
は

違
い
、
薩
邸
か
ら
西
、
三
田
綱
町
に
向
か
っ
た
。
時
刻
が
不
明
な
の
で
理
由
の
判
断

は
難
し
い
が
、
お
そ
ら
く
は
浪
士
と
の
関
係
を
切
る
た
め
別
行
動
を
と
り
、
佐
土
原

藩
邸
に
遁
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
既
に
捕
り
手
が
固
め
て
い
た

か
、
あ
る
い
は
戦
闘
も
始
ま
っ
て
い
た
か
、
と
も
か
く
佐
土
原
藩
邸
に
は
入
れ
ず
、

わ
ざ
わ
ざ
会
津
藩
下
屋
敷
の
板
塀
を
乗
り
越
え
て
入
り
込
も
う
と
し
、
藩
士
に
捕
り

押
さ
え
ら
れ
た
。
や
む
を
得
ず
に
せ
よ
、
会
津
藩
邸
を
選
ん
だ
の
は
、
藩
士
の
多
く

が
京
坂
に
出
て
い
る
た
め
、
事
実
上
留
主
屋
敷
だ
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
思
い
が
け
な
い
藩
に
捕
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

文
書
は
、
会
津
藩
家
臣
神
尾
鉄
之
丞
が
、
二
十
五
日
当
日
に
捕
ら
え
た
益
満
を
、

何
処
に
引
き
渡
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
「
伺
」
で
あ
る
。
宛
先
は
不
明
で
あ
る

が
、
こ
の
少
し
先
に
、
こ
の
「
伺
」
に
も
拘
わ
る
「
覚
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 
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覚 

 

今
日
捕
物
等
有
之
、
引
渡
之
義
相
伺
候
向
も
有
之
候
ハ
ヽ
、明
日
可
致
差
図
候
間
、

今
晩
之
所
は
其
儘
手
当
致
置
候
様
可
達
事
、
但
松
平
肥
後
守
家
来
相
伺
候
同
人
屋
敷

ニ
而
捕
押
候
薩
藩
之
義
も
同
様
之
趣
可
達
事
、 

  

発
給
人
・
受
取
人
と
も
不
明
で
あ
る
が
、
「
引
渡
先
に
つ
い
て
は
明
日
差
図
す
る
、

今
晩
は
そ
の
ま
ま
〔
捕
ら
え
た
藩
で
〕
手
当
せ
よ
、
と
〔
諸
藩
に
〕
達
せ
よ
」
と
伝

え
、
更
に
「
松
平
肥
後
守
家
来
…
…
捕
押
候
薩
藩
之
義
」
も
「
同
様
之
趣
を
達
せ
よ
」

と
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
濃
守
か
ら
大
目
付
辺
り
に
下
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ

れ
る
。
日
付
は
無
い
が
、
二
十
五
日
で
あ
る
こ
と
は
確
実（14）

。 

 

こ
こ
で
、
先
に
庄
内
藩
及
び
松
山
藩
に
対
す
る
目
付
の
指
示
が
、
取
り
敢
え
ず
伝

奏
屋
敷
へ
、
と
な
っ
て
い
た
の
と
違
い
、
取
り
敢
え
ず
今
夜
は
各
藩
で
預
か
る
よ
う

に
、
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
実
は
薩
邸
降
人
の
内
、
先
に
氏
名
を
特

定
し
た
者
た
ち
は
伝
奏
屋
敷
に
送
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
「
降
人
」
も
相
当

数
に
上
る
の
で
あ
る
〔
概
数
で
も
確
定
的
な
史
料
は
ま
だ
未
発
見

（15）〕
。
ま
た
、
伝
奏
屋

敷
送
り
と
各
藩
預
け
と
の
線
引
き
が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
定
か
で
な
い
が
、
上
級

藩
士
の
場
合
の
多
く
が
各
藩
預
け
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
推
測
は
以
下

の
史
料
に
よ
る
。
活
字
史
料
で
は
あ
る
が
大
切
な
の
で
引
い
て
お
く
。 

  
 
 
 
 

慶
応
三
卯
年
十
二
月
廿
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

酒
井
左
衛
門
尉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
修
理
太
夫
家
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
部
弥
八
郎 

 
 
 

右
弥
八
郎
儀
、
其
方
家
来
江
御
預
被 

仰
付
候
間
、
請
取
方
且
手
当
等
之
儀
、 

 

申
談
候
様
可
被
致
候
、
右
之
通
相
達
候
間
、
可
被
得
其
意
候
事

（16）

、 

  

「
達
」
日
付
は
二
十
九
日
、
し
か
し
、
庄
内
藩
家
臣
が
預
か
る
よ
う
に
と
い
う
、

薩
藩
家
臣
南
部
弥
八
郎
の
名
は
、
先
の
「
召
捕
」「
降
人
」
姓
名
録
に
は
見
え
な
い
。

つ
ま
り
、
二
十
五
日
に
庄
内
藩
と
松
山
藩
が
、
伝
奏
屋
敷
に
入
れ
込
ん
だ
な
か
に
は

元
々
入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
討
ち
入
り
の
中
心
藩
で
あ
る
庄
内
藩
で
も
、
伝
奏

屋
敷
送
り
以
外
の
薩
藩
降
人
を
預
か
っ
て
い
る
の
だ
。
先
の
「
覚
」
は
、
こ
れ
と
同

様
に
、
一
定
数
の
薩
摩
藩
士
は
諸
藩
預
け
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
会
津
藩
が
捕
ら
え

た
益
満
休
之
助
も
そ
の
様
な
扱
い
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

と
も
か
く
こ
れ
で
、
益
満
休
之
助
は
二
十
五
日
当
日
、
会
津
藩
下
屋
敷
に
入
り
込

も
う
と
し
て
、
会
津
藩
士
神
尾
鉄
之
丞
手
の
者
に
捕
ら
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
一
晩

は
そ
こ
で
監
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

⑵
勝
海
舟
「

預
あ
ず
か
り

」
迄
の
経
過 

 

と
こ
ろ
で
、
捕
ら
え
ら
れ
た
益
満
休
之
助
が
、
勝
・
西
郷
会
談
の
十
日
余
り
前
、

勝
海
舟
の
許
に
入
っ
た
こ
と
だ
け
は
従
来
も
知
ら
れ
て
は
い
る
が
、
関
連
史
料
が
、

内
閣
文
庫
多
聞
櫓
文
書
中
に
二
点
、
史
料
編
纂
所
文
書
中
に
一
点
あ
る
。
多
門
櫓
の

一
点
は
や
や
長
い
が
、三
文
書
と
も
全
文
を
引
用
す
る
〔
途
中
改
行
は
原
文
の
平
出
、

ル
ビ
は
引
用
者
〕。 
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『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 (三) 

Ａ 

 
 

伺 

 
 

備
後
守
父
子
共
在
邑
ニ
而
、
留
守
中
至
而
無
人
之
処
、
先
月
上
旬
薩
州
藩
士
益 

 

満
休
之
助
と
申
者
、
家
来
え
御
預
被 

 
 

仰
付
、
甚
心
配
仕
候
得
共
、
即
御
断
も
恐
入
候
儀
ニ
付
、
不
取
敢
之
処
は
繰
合 

 

警
固
番
士
等
手
当
仕
置
候
之
処
、
早
春
京
坂
之
際
騒
擾
以
来
、
在
所
表
よ
り
之 

 

仕
送
米
金
共
相
滞
、
御
当
地
之
融
通
は
更
に
相
止
、
礑は

た

と
差
支
、
隠
居
主
計
頭 

 

賄
方
を
始
家
中
扶
助
も
唯
飢
渇
を
凌
候
而
已
ニ
而
、
此
末
如
何
可
仕
哉
と
一
同 

 

苦
慮
罷
在
候
折
柄
ニ
付
、
自
然
警
固
向
等
閑
に
相
成
候
而
は
恐
入
候
儀
ニ
付
、 

 

御
預
人 

 
 

御
免
之
儀
、
先
達
而
稲
葉
美
濃
守
様
え
内
願
仕
候
処
、
書
面
之
趣
無
拠
筋
に
は 

 

候
得
共
、
願
之
通
難
相
整
旨
、
御
差
図
に
御
座
候
間
、
不
得
止
、
其
儘
種
々
之 

 

工
夫
才
覚
を
以
、
漸
取
続
罷
在
候
得
共
、
仕
送
米
金
は
唯
今
以
一
切
無
之
、
加 

 

之
、
此
度
於
京
師
別
紙
之
通
被 

 
 

仰
付
候
ニ
付
而
は
、
家
来
も
多
分
双
方
え
差
出
候
儀
ニ
付
、
御
当
地
に
罷
在
候 

 

人
少
之
内
を
も
、
可
成
丈
為
差
登
候
様
申
越
、
弥
以
人
繰
出
来
不
申
、
勝
手
向 

 

之
差
支
は
前
顕
之
通
ニ
而
、
如
何
共
手
術
尽
果
、
実
以
当
惑
至
極
仕
候
、
依
之 

 

右
御
預
人
の
儀
は
何
卒 

 
 

御
免
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、 

 
 

此
段
奉
伺
候
以
上
、 

 
 
 
 

二
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦
備
後
守
家
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳩
山
十
右
衛
門（17） 

 

Ｂ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
修
理
大
夫
様
御
家
来 

                                            

益
満
休
之
助 

 
 

右
之
者
備
後
守
家
来
え
御
預
被
置
候
処 

 
 

御
免
被
成
候
ニ
付
、
御
達
之
通
、
今
日
勝
安
房
守
様
え
御
引
渡
申
上
候
、
此
段 

 

御
届
申
上
候
、
以
上
、 

 
 
 
 

三
月
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦
備
後
守
家
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

神
谷
喜
左
衛
門（18） 

 

Ｃ 

 
 
 
 
 
 

覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
修
理
太
夫
様
御
家
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

益
満
休
之
助 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

御
預
り
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

 

作 

 
 

右
召
連
罷
出
申
候
以
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦
備
後
守
家
来 

 
 
 
 
 

三
月
二
日 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

鳩
山
十
右
衛
門（19） 

  

Ａ
文
書
は
「
伺
」
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
切
々
た
る
歎
願
書
で
あ
る
。
宛
は
な
い

が
、
稲
葉
美
濃
守
の
下
で
、
薩
藩
「
召
捕
」「
降
人
」
の
審
理
を
扱
っ
て
い
る
寺
社
奉

行
戸
田
土
佐
守
か
大
目
付
木
下
大
内
記
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。Ｂ
文
書
も
宛
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
Ａ
文
書
と
同
格
の
西
丸
幕
閣
で
あ
る
。 

 

ま
ず
Ａ
文
書
か
ら
。
三
浦
備
後
守
〔
弘
次
、
美
作
勝
山
藩
〕
家
臣
鳩
山
十
右
衛
門

が
、
正
月
上
旬
に
藩
士
へ
の
益
満

預
あ
ず
か
り

命
を
受
け
た
の
で
あ
れ
ば
、
会
津
藩
士
神
尾
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鉄
之
丞
の
許
か
ら
、
直
接
神
谷
喜
左
衛
門
の
許
に
移
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
鳩
山
は
、
益
満
休
之
助
「
預
」
は
「
甚
心
配
」
で
は
あ
っ
た
が
断
る
訳
に
も
い
か

ず
、
警
固
番
士
を
繰
り
合
わ
せ
、
な
ん
と
か
や
っ
て
き
た
と
言
う
。「
唯
飢
渇
を
凌
候

而
已
」
と
の
困
窮
訴
え
も
、「
米
金
」
仕
送
り
が
途
絶
え
江
戸
で
の
融
通
も
叶
わ
ぬ
状

況
で
は
、
必
ず
し
も
誇
張
と
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
既
に
一
度
美
濃
守
に
内
願
し

た
が
却
下
さ
れ
た
。
だ
が
、
仕
送
り
米
金
は
今
や
完
全
に
途
絶
え
た
と
い
う
。
京
都

発
の
「
別
紙
」
が
無
い
た
め
、「
家
来
も
多
分
双
方
へ
差
出
」
は
意
味
不
明
だ
が
、
在

府
人
数
が
少
な
い
な
か
で
京
に
兵
を
送
れ
ば
い
よ
い
よ
「
人
繰
出
」
が
出
来
ず
、「
実

以
当
惑
至
極
」
、
「
御
預
人
の
儀
は
何
卒
御
免
被
成
下
候
様
」
と
、
こ
れ
以
上
、
益
満

休
之
助
を
預
か
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
強
く
訴
え
て
い
る
。 

 

Ｂ
文
書
は
、
Ａ
文
書
の
訴
え
に
西
丸
が
対
応
し
、
新
「
預
」
先
を
勝
安
房
守
に
す

る
と
の
「
達
」
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
引
渡
を
済
ま
せ
た
、
と
の
報
告
で
あ
る
。 

 

Ｃ
文
書
は
、
勝
家
に
保
存
さ
れ
た
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
間
違
い
な
く
鳩

山
十
右
衛
門
が
益
満
を
三
月
二
日
に
勝
の
許
に
送
り
届
け
た
こ
と
が
判
る
。 

 

つ
ま
り
、
益
満
は
、「
事
件
」
当
日
会
津
藩
士
神
尾
鉄
之
丞
に
捕
ま
り
、
正
月
上
旬

に
、
神
尾
の
下
か
ら
美
作
勝
山
藩
士
神
谷
喜
左
衛
門
の
下
に
移
さ
れ
、
三
月
一
日
ま

で
預
け
ら
れ
、
二
日
に
勝
安
房
守
の
下
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る

（20 ）

。 

㈢
品
川
宿
放
火
・
罹
災
状
況 

 

以
上
の
、
原
写
本
か
ら
解
明
し
得
た
事
柄
以
上
に
、
戊
辰
戦
争
期
の
江
戸
民
衆
意

識
を
解
明
す
る
と
い
う
課
題
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。「
事
件
」
に
よ
る
民

衆
の
被
害
、
す
な
わ
ち
、
薩
邸
か
ら
逃
亡
途
中
の
浪
士
達
に
よ
っ
て
放
火
さ
れ
た
品

川
宿
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
活
字
史
料
が
既
に
あ
る

の
だ
が
、
活
用
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
後
の
考
察
に
必
要
な
事
実
を
摘
出
す
る（21 ）

。 

 

ま
ず
焼
失
軒
数
は
品
川
三
宿
〔
歩
行

か

ち

新
宿
・
北
品
川
宿
・
南
品
川
宿
〕
内
の
南
品

川
宿
〔
現
品
川
区
南
品
川
一
～
四
丁
目
・
同
六
丁
目
・
北
品
川
一
丁
目
・
西
品
川
一

丁
目
・
広
町
一
丁
目
〕
で
、
惣
家
数
五
二
八
軒
の
内
二
七
六
軒
、
と
五
割
以
上
が
焼

失
し
て
い
る
。
こ
の
内
に
は
宿
場
と
し
て
重
要
な
伝
馬
役
を
勤
め
る「
御
伝
馬
屋
敷
」

六
二
軒
と
、「
食
売
旅
籠
屋
」
三
四
軒
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
「
荷
物
貫
目

御
改
所
」
と
「
問
屋
場
」
も
焼
か
れ
、
そ
の
中
に
あ
っ
た
「
人
馬
立
辻
日
〆
帳
」「
御

継
立
方
之
義
ニ
付
品
々
留
書
」
「
御
先
触
留
帳
」「
御
触
書
幷
御
達
留
」
等
々
の
重
要

書
類
が
壱
箱
分
そ
っ
く
り
焼
失
し
た
し
、「
御
秤
」
と
い
う
、
宿
場
業
務
に
欠
か
せ
な

い
秤
三
挺
の
内
二
挺
も
焼
失
し
た
。
ま
た
土
蔵
四
棟
も
焼
失
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
南
品
川
宿
の
西
裏
境
に
あ
る
二
日

ふ

つ

か

五
日

い

つ

か

市
村

い
ち
む
ら

〔
現
品
川
区
南
品
川
二
丁

目
・
同
四
～
五
丁
目
・
広
町
二
丁
目
〕
で
は
、
惣
家
数
四
七
軒
の
内
、
四
〇
軒
が
焼

失
す
る
と
い
う
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
い
る
。 

 

で
は
、
こ
の
惨
状
は
誰
の
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
認
識
し
て
い
る
か
。 

 

南
品
川
宿
の
地
主
徳
兵
衛
と
そ
の
地
借
で
平
旅
籠
屋
渡
世
の
仁
三
郎
、
及
び
店
持

繁
次
郎
と
そ
の
店
借
り
で
鳶
人
足
の
兼
吉
の
四
人
は
、
役
人
惣
代
年
寄
善
兵
衛
・
同

山
本
籌
一
郎
、
そ
れ
に
二
日
五
日
市
村
の
名
主
と
南
品
川
宿
名
主
と
を
兼
帯
し
て
い

る
問
屋
安
之
助
、
さ
ら
に
同
見
習
の
直
太
郎
ら
と
と
も
に
、
幕
府
代
官
松
村
忠
四
郎

手
代
吉
岡
準
蔵
と
服
部
銈
之
助
へ
提
出
し
た
「
御
見
分
書
」
の
な
か
で
、
は
っ
き
り

と
「
右
は
御
府
内
脱
走
之
浪
士
、
当
月
廿
五
日
昼
四
ッ
時
頃
宿
内
押
通
り
候
節
、
及

放
火
、
右
ニ
付
出
火
・
焼
失
」
し
た
の
だ
、
と
届
け
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
ま
た
、
品
川
三
宿
を
代
表
す
る
東
海
道
品
川
宿
の
、
役
人
惣
代
で
問
屋
の

66



『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 (三) 

源
左
衛
門
は
、
同
見
習
の
直
太
郎
・
年
寄
庄
九
郎
・
同
善
兵
衛
、
更
に
名
主
の
久
三

郎
・
同
庄
十
郎
と
共
に
、
代
官
松
村
忠
四
郎
役
所
に
対
し
、
こ
の
甚
大
な
被
害
を
蒙

っ
た
現
状
で
は
宿
場
の
役
は
「
当
分
之
内
御
猶
予
」
を
願
い
た
い
、
と
し
た
こ
と
に

対
し
、
無
期
限
と
は
い
か
な
い
と
指
導
が
あ
っ
た
た
め
、
重
要
な
「
道
中
筋
人
馬
御

継
立
之
御
趣
意
」
だ
け
は
二
十
五
日
か
ら
数
え
て
五
日
間
、
二
十
九
日
ま
で
猶
予
し

て
貰
え
ば
そ
れ
以
後
は
何
と
か
勤
め
る
、
ま
た
そ
の
間
で
あ
っ
て
も
、〔
御
公
儀
の
〕

「
諸
御
用
状
」
は
勿
論
、「
御
支
配
向
御
通
行
之
節
」
の
「
人
馬
御
継
立
之
義
」
だ
け

は
何
と
か
や
り
く
り
す
る
か
ら
、
と
に
か
く
二
十
九
日
ま
で
は
御
猶
予
を
、
と
切
々

と
訴
え
た
「
申
上
状
」
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、「
今
般
之
出
火
は

事
変
之
折
柄
ニ
而
、
馬
士
・
人
足
共
は
散
乱
い
た
し
、
且
小
前
之
者
共
は
勿
論
、
助

郷
方
出
人
馬
之
者
共
に
至
迄
悉
恐
怖
罷
在
候
ニ
付
」
と
、
名
指
し
こ
そ
避
け
た
も
の

の
、
逃
亡
浪
士
の
放
火
に
よ
る
戦
慄
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
こ
の
「
申
上
状
」
に
は
、
品
川
宿
の
助
郷
村
落
を
代
表
す
る
者
と
し
て
、

武
州
荏
原
郡
市
ノ
倉
村
〔
現
大
田
区
中
央
四
～
七
丁
目
、
池
上
一
丁
目
・
南
馬
込
六

丁
目
〕
の
名
主
與
惣
兵
衛
、
池
上
村
〔
現
大
田
区
池
上
一
～
四
丁
目
・
仲
池
上
一
～

二
丁
目
・
上
池
台
一
～
五
丁
目
・
東
雪
谷
一
丁
目
・
同
四
～
五
丁
目
・
西
馬
込
二
丁

目
・
中
馬
込
一
丁
目
・
同
三
丁
目
・
南
馬
込
六
丁
目
・
南
千
束
三
丁
目
〕
年
寄
の
力

三
、
女
塚

お
な
づ
か

村
〔
現
大
田
区
西
蒲
田
一
丁
目
・
同
三
～
六
丁
目
〕
年
寄
の
左
五
右
衛
門

も
連
署
し
て
い
る
の
で
あ
る（22 ）

。 

 

薩
邸
か
ら
の
脱
走
浪
士
が
追
跡
を
遁
れ
る
た
め
に
南
品
川
一
帯
へ
火
を
放
っ
た
蛮

行
は
、「
事
件
」
以
前
に
彼
等
が
働
い
た
江
戸
市
中
・
関
東
諸
地
域
で
の
強
盗
・
略
奪

行
為
と
も
重
な
っ
て
、
品
川
宿
の
み
な
ら
ず
、
同
宿
助
郷
村
落
を
中
心
と
す
る
広
い

地
域
一
帯
の
人
々
の
間
に
、
恐
怖
と
戦
慄
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。 

 

（
三
）
「
事
件
」
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
問
い
合
わ
せ
と
幕
府
の
公
式
見
解 

 

さ
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
「
外
務
省
引
継
書
類
」
と
い
う
貴
重
文
書
群

が
多
量
に
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の
「
旧
記
類
纂
書
類
第
二
十
五
門
司
法
及
警
察
」
と

い
う
文
書
群
中
に
、「
江
戸
三
田
薩
州
邸
砲
撃
ノ
理
由
米
国
書
記
官
ポ
ル
ト
メ
ン
氏
ヨ

リ
問
合
一
件
」
と
い
う
往
復
書
翰
が
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
日
本
駐
在
の
ア
メ
リ
カ
書
記
官
ポ
ル
ト
メ
ン
が
「
事
件
」
を
知
り
、
急

遽
幕
府
に
そ
の
説
明
を
求
め
た
書
翰
と
、
そ
れ
に
対
す
る
幕
府
外
国
奉
行
の
返
答
で

あ
り
、
同
時
に
こ
れ
が
「
事
件
」
に
対
す
る
幕
府
の
、
唯
一
の
対
外
的
公
式
見
解
と

な
る
、
極
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る（23 ）

。 

 

史
料
は
、
前
半
に
ポ
ル
ト
メ
ン
自
筆
英
文
書
翰
（
本
文
４
頁
＋
署
名
）
が
あ
り
、

そ
れ
に
続
い
て
そ
の
和
訳
が
付
さ
れ
、
次
に
外
国
奉
行
ら
の
連
名
が
記
さ
れ
た
ポ
ル

ト
メ
ン
へ
の
返
書
案
文
が
あ
り
、
更
に
そ
の
英
訳
案
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
稿
で
は
、
差
し
当
た
り
、
こ
の
内
の
和
文
を
以
下
に
提
示
す
る
が
、
検
討
上
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ポ
ル
ト
メ
ン
自
筆
英
文
も
活
字
体
に
直
し
提
示
す
る
。 

 

＊
「
引
用
者
」
と
注
記
し
た
も
の
以
外
の
、
割
り
注
・
ル
ビ
・（ 

）
表
記
は
、
す

べ
て
原
文
に
あ
る
も
の
。
史
料
右
脇
〈 

〉
は
『
大
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
第
一

冊
の
表
記
、
［ 

］
は
『
続
通
信
全
覧
』
の
表
記
（
註
(23)
参
照
）
。
【 

 

】
内
は
編

集
者
が
貼
り
紙
を
付
し
た
下
文
字
部
分
。
破
線
は
ポ
ル
ト
メ
ン
書
翰
と
返
書
案
文
の

境
。
返
書
案
文
内
点
線
囲
み
は
、
案
文
に
対
す
る
奉
行
ら
の
後
日
確
認
印
・
花
押
・

合
点
〔
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
案
文
が
確
認
・
清
書
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
ポ
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ル
ト
メ
ン
へ
の
英
文
返
書
は
、
案
文
段
階
で
の
火
急
の
英
訳
で
か
な
り
汚
い
。 

  
 
 

丁
卯
十
二
月
廿
八
日[

一
八
六
八
年
一
月

二
十
六
日 

引
用
者]

【
差
出
ス
】 

 

第
六
号 

 
 
 

千
八
百
六
十
八
年
第
一
月
二
十
日[

慶
応
四
年
十
二
月
二

十
六
日 

引
用
者]

神
奈
川(

横
浜)

に
在
る
合
衆 

 

国
公
使
館
に
於
て
、
江
戸
外
国
事
務
執
政
等
々
々
小
笠
原
壱
岐
守
閣
下
に
呈
す
、 

 
 
 

神
奈
川
奉
行
よ
り
昨
日
公
表
せ
ら
れ
し
江
戸
に
て
の
当
日
の
事
件
は
、
マ
ゼ 

 

ス
チ
イ
大
君
政
府
と
大
名
一
致
の
兵
の
公
戦
に
し
て
、
大
名
方
の
頭
取
ハ
薩
摩 

 

侯
に
て
之
あ
る
よ
し
、
此
事
は
大
切
な
る
こ
と
な
れ
ば
、
閣
下
よ
り
務
め
て

〈

努

て

〉

速 
 

か
に
其
詳
説
を
余
に
告
知
し
給
は
ん
こ
と
を
閣
下
に
乞
ふ
は
、
余
に
於
て
適
当 

 

の
事
と
な
す
。 

 
 

 

来
る
廿
五
日
に
は
、
合
衆
国
の
郵
便
蒸
気
船
此
港
を
去
り
て
、
桑
方
済
格

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

 

に
赴
く
べ
し
、
是
に
由
て
、
余
其
港

桑
方
済
格

港

を

云

よ
り
直
に
伝
信
機
を
以
て
近
日
の
報 

 

聞
を
華
盛
頓
［

ワ
シ
ン
ト
ン 

 
 

引

用

者]

に
通
達
せ
し
め
ん
と
す
、
又
華
盛
頓
に
て
は
其
日
よ
り 

 

凡
ソ
廿
一
日
許
を
過
く
る
頃
に
之
を
得
て
、
其
後
一
二
日
中
に
又
伝
信
機
を
以 

 

て
、
之
を
倫
敦

ロ
ン
ド
ン

及
び
巴
黎

パ

リ

ス

に
報

〈
報
道
〉

通
す

[

報
通]

べ
し
、
此
の
如
く
す
る
と
き
は
、
亜
墨
利 

 

加
の
道
路
を
経
て
、
日
本
方
今
の
事
情
を
他
の
道
路
を
伝
ふ
る
よ
り
早
く
三
四 

 

週
中
に
右
の
三
大
府
に
通
報
す
る
を
得
べ
し
と
す
、 

 
 
 

是
故
に
余
が
右
事
件
の
全
備
せ
る
公
報
を
、
一
時
も
早
く
得
ん
と
要
す
る
の 

 

大
切
な
る
こ
と
を
、
閣
下
の
領
解
し
給
は
ん
こ
と
疑
な
し
、
是
を
以
て
成
る
べ 

 

く
は
来
る
廿
五
日
［

慶
応
四
年
正
月

元
日 

引
用
者

］
、
即
ち
郵
便
蒸
気
船
出
帆
の
日
の
前
に
、
右
公
報 

 

を
贈
り
給
は
る
べ
し
、 

 
 
 

合
衆
国
政
府
は
日
本
と
の
間
に
在
る
親
睦
の
情
を
、
誠
実
に
増
盛
せ
ん
こ
と 

 

を
希
望
す
る
が
故
に
、
方
今
の
マ
ゼ
ス
チ
イ
一
橋
公
政
府
と
取
結
び
た
る
条
約 

 

を
真
実
良
善
に
完
了
す
べ
き
望
を
以
て
、
政
府
の
為
に
有
益
な
る
説
を
外
国
に 

 

贈
ら
ん
が
た
め
、
緊
要
な
る
報
告
を
な
し
、
且
ツ
、
貴
国
の
利
益
と
当
然
の
理 

 

を
促
が
す
に
最
も
適
当
す
べ
き
趣
意
を
以
て
、
西
洋
諸
大
国
と
其
事
件
を
裁
決 

 

し
、
又
其
威
権
を
応
用
せ
ん
と
楽
む
べ
き
は
、
余
之
を
疑
ふ
こ
と
な
し
。 

 
 
 

余
、
此
書
簡
の
写
を
大
坂
に
在
る
亜
墨
利
加
の
ミ
ニ
ス
ト
ル
に
送
る
べ
し
、 

 
 

是
故
に
、
閣
下
も
亦
大
坂
に
在
る
閣
下
の
同
僚
に
此
訳
文
を
送
り
給
は
る
べ
き 

 
 

を
願
ふ
、
恐
惶
敬
白 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
・
ル
・
セ
・
ポ
ル
ト
メ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

【
杉
田
玄
端
訳
】 

-
-
-
-
-
-
--
-
-
-
---

-
-
-
-
-
--
-
-
-
---

-
-
-
-
-
--
-
-
-
---

-
-
-
-
-
--
-
-
-
---

-
-
-
-
-
--
-
-
-
- 

 
 
 
 

丁
卯
十
二
月
晦
日
［

返
書
日
付 

一
八
六
八
年

一
月
二
十
四
日 

引
用
者

］
【
二
時
限
御
用
状
を
以
順
達
ス
】 

 

【
辰
正
月
三
日
鰭
ニ
付
而
壱
岐
守
殿
え
上
ル
】 

【
書
面
之
通
相
達
申
候
】 

 
 
 
 
 
 
 

【
卯
十
二
月
外
国
奉
行
並
】 

 

鵜
飼
弥
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
外
国
奉
行
】

○印
齋
藤
栄
助 

                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

花
押
田
辺
太
一 

                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
畠
五
郎 

                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

御
書
簡
掛 

  
 
 

以
書
状
致
啓
上
候
、
然
者
貴
国
第
一
月
二
十
日
附
を
以
、
外
国
事
務
総
裁
宛 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

               
               
               

駿
河
守 

  

□印 

甲
斐
守 

 

花
押 

加
賀
守 

  

○印 

丹
後
守 

  

○印 

和
泉
守 

  
 

 
 

対
馬
守 

  
○印 
武
三
郎 
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被
差
越
候
御
書
状
中
、
当
月
廿
五
日
江
戸
於
て
戦
闘
起
り
し
事
ニ
付
貴
国
と
我 

 

政
府
と
の
条
約
を
真
実
良
善
に
完
了
可
被
致
為
め
、
我
政
府
に
取
り
有
益
な
る 

 
誌
を
欧
州
各
国
に
報
告
し
給
は
る
へ
き
旨
、
其
余
縷
々
御
申
越
之
趣
、
総
裁
に 

 

も
委
曲
領
解
感
謝
被
致
候
、
尤
御
書
状
の
文
面
ニ
而
は
江
戸
政
府
と
諸
大
名
一 

 

致
の
兵
と
交
戦
い
た
し
、
松
平
修
理
大
夫
其
大
名
の
主
長
た
る
様
誤
聞
被
成
候 

 

哉
に
相
見
候
得
と
も
、
右
は
、
三
両
月
以
前
よ
り
江
戸
市
中
於
て
夜
陰
富
豪
の 

 

家
に
立
入
、
強
盗
に
お
よ
ひ
行
人
を
刧
か
し
衣
服
と
資
財
を
剥
取
、
狼
藉
之
所 

 

行
候
も
の
許
多
有
之
、
将
江
戸
北
郊
下
野
出
流
山
に
嘯
聚
い
た
し
、
其
最
寄
村 

 

落
を
劫
掠
し
、
南
郊
荻
山
中
と
唱
候
一
小
大
名
の
陣
屋
を
焼
、
其
儲
蓄
を
奪
掠 

 

せ
し
兇
徒
等
も
有
之
、
追
々
そ
の
党
を
緝
捕
せ
し
に
、
同
志
の
も
の
松
平
修
理 

 

太
夫
の
邸
に
潜
匿
候
由
供
状
明
白
に
有
之
候
上
、
此
程
、
江
戸
市
中
取
締
之
為 

 

出
張
い
た
し
居
候
酒
井
左
衛
門
尉
人
数
屯
所
え
、
夜
中
銃
射
お
よ
ひ
し
も
の
有 

 

之
、
其
蹤
を
追
尋
候
処
、
是
亦
同
邸
に
立
入
候
を
慥
に
見
受
候
ニ
付
、
右
兇
徒 

 

召
捕
引
渡
方
、
同
人
よ
り
懸
合

〈
掛
〉[

懸]

及
ひ
多
人
数
を
備
え
て
懾
伏
自
屈
せ
し
め
ん
と 

 

計
り
し
処
、
承
伏
不
致
而
已
な
ら
ず
、
却
て
邸
中
よ
り
発
砲
放
火
抵
敵
い
た
し 

 

候
ニ
付
、
不
得
已
此
方
に
も
戎
器
を
用
候
様
相
成
、
竟
に
江
戸
政
府
之
陸
軍
数 

 

隊
幷
に
在
江
戸
大
名
数
家
之
兵
隊
を
も
差
向
ケ
、
同
家
に
相
属
候
邸
宅
数
所
取 

 

囲
み
、
同
家
々
来
之
も
の
共
数
百
十
人
討
取
・
生
捕
等
有
之
、
猶
品
川
沖
ニ
繋 

 

泊
い
た
し
居
候
同
家
之
蒸
気
船
ニ
脱
走
候
も
の
も
有
之
候
ニ
付
、
此
又
江
戸
政 

 

府
之
軍
艦
を
以
追
撃
為
及
候
所
、
竟
に
逃
亡
い
た
し
候
、
尤
同
家
々
来
の
内
に 

 

も
右
悪
事
に
不
携
も
の
と
も
ゝ
不
少
、
自
訴
降
を
乞
候
も
の
等
は
、
固
よ
り
深 

 

く
罪
す
へ
き
も
の
無
之
間
、
此
方
お
い
て
吟
味
の
上
、
夫
々
処
置
可
及
存
候
、 

 

国
内
多
難
之
折
柄
、
猶
前
文
之
如
き
異
変
も
有
之
、
外
国
交
際
筋
等
不
都
合
を 

 

生
し
可
申
哉
と
深
く
憂
慮
い
た
し
居
候
間
、
貴
様
お
ゐ
て
も
其
辺
之
処
、
篤
と 

 

配
慮
を
被
加
、
猶
御
心
附
之
儀
も
有
之
候
ハ
ヾ
、
御
忠
告
有
之
候
様
、
所
希
候
、 

 

且
書
状
訳
文
は
任
来
意
、早
速
総
裁
よ
り
大
坂
表
執
政
等
え
被
差
送
候
積
に
候
、 

 

此
段
、
総
裁
之
命
に
依
り
申
進
候
、
已
上
、 

 
 
 
 
 
 

十
二
月
晦
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

外
国
奉
行

〔

朱

消

し

〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

杉
浦
武
三

〔

朱

入

れ

〕

郎 

花
押 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
対
馬
守 

花
押 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ル
セ
ポ
ル
ト
メ
ン
様 

 
 
 

平
岡
和
泉
守 

花
押 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

菊
池
丹
後
守 

 

花
押

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
連
加
賀
守 

花
押

（24）

 

   

以
上
が
、
米
国
書
記
官
ポ
ル
ト
メ
ン
の
問
合
せ
和
訳
と
幕
府
外
国
奉
行
の
返
答
書

全
文
で
あ
る
。 

 

問
合
せ
は
「
マ
ゼ
ス
チ
イ
大
君
政
府
と
大
名
一
致
の
兵
の
公
戦
に
し
て
、
大
名
方

の
頭
取
ハ
薩
摩
侯
に
て
之
あ
る
よ
し
」
と
の
誤
聞
に
基
づ
く
文
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
上
で
ポ
ル
ト
メ
ン
は
伝
信
に
よ
る
情
報
伝
達
の
速
さ
を
強
調
し
、
「
大
君
政
府
」

に
よ
る
返
書
を
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
へ
知
ら
せ
る
か
ら
、
と
速
答
を
き

つ
く
求
め
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
合
衆
国
政
府
は
…
…
…
余
之
を
疑
ふ
こ
と
な
し
」

と
の
文
脈
中
で
、「
方
今
の
マ
ゼ
ス
チ
イ
一
橋
公
政
府
と
取
結
び
た
る
条
約
を
真
実
良

善
に
完
了
す
べ
き
望
を
以
て
」
等
々
、「
王
政
復
古
」
ク
ー
デ
タ
後
の
「
マ
ゼ
ス
チ
イ

一
橋
公
政
府
」
に
対
し
、
好
意
的
な
態
度
も
棄
て
て
い
な
い
。 
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訳
文
の
適
否
が
気
に
な
る
箇
所
な
の
で
、

以
下
に
該
当
部
分
原
文
を
示
す
。
但
し
、

訳
文
「
合
衆
国
政
府
は
」
か
ら
「
余
之
を

疑
ふ
こ
と
な
し
」
ま
で
が
、
原
文
で
もone 

sentence

の
長
文
で
あ
る
の
で
、
対
照
の
た

めone sentence

全
部
を
示
す
。 

 

確
か
に
、G

overnm
ent of the present 

M
ajesty Stotsbashi(H

itotsubashi)

と
の

間
で
結
ば
れ
たthe Treaty

がfaithful and 

liberal
に
「
完
了
す
べ
き
」〔execution

（
遂

行
さ
れ
る
こ
と
）
と
望
ん
で
い
る
。 

 

ま
たYour C

ountry 

（
日
本
）
のthe 

interests and prosperity 

を
促
進
す
る
う

え
で
、
西
欧
諸
国
と
の
諸
関
係
の
活
用
も

願
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
は
勿
論
、
徳
川
政
権
、
つ
ま
り
は

現
在
の
一
橋
公
政
府
と
の
間
で
結
ん
だ
条
約
路
線
、
つ
ま
り
は
開
港
・
交
易
の
路
線

の
安
定
的
継
続
は
、
な
お
一
橋
公
政
府
に
期
待
し
得
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
ろ
う（25）

。 

 

最
後
に
、
当
方
で
も
こ
の
書
翰
写
し
を
在
坂
ア
メ
リ
カ
公
使
に
送
る
か
ら
、
閣
下

〔
壱
岐
守
〕も
在
坂
幕
閣
に
こ
の
訳
文
を
送
る
よ
う
に
と
要
請
し
て
書
翰
を
終
え
る
。 

 

返
答
要
求
に
は
き
つ
い
も
の
が
あ
る
一
方
、
一
橋
公
政
府
へ
の
期
待
も
な
お
棄
て

て
い
な
い
。
こ
の
書
翰
に
対
し
、
鵜
飼
弥
一
外
国
奉
行
支
配
取
調
役
ら
は
、
十
二
月

晦
日
付
〔
卯
年
十
二
月
は
大
の
月
、
三
〇
日
〕
で
返
書
案
文
を
認
め
た
。 

The Government of the United States being sincerely desirous to 

cultivate and increase the friendly feeling so happily existing with Japan 

will, −I feel sure, in view of the faithful and liberal execution of the Treaty 

by the Government of His present Majesty Stotsbashi,−be pleased to take 

the important intelligence about to be conveyed into favorable consideration 

and to regulate their action and also use their influence with the Great 

Western Powers in a sense best calculated to promote the interests and 

prosperity of Your Country. 

 

返
書
は
ま
ず
書
翰
の
第
三
点
目
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
政
権
に
対
し
て
好
意
的
な
態

度
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、
当
然
の
礼
儀
と
は
言
え
、「
我
政
府
に
取
り
有
益

な
る
誌
を
欧
州
各
国
に
報
告
し
給
は
る
へ
き
旨
、
其
余
縷
々
御
申
越
之
趣
、
総
裁
〔
小

笠
原
壱
岐
守
〕
に
も
委
曲
領
解
感
謝
被
致
候
」
と
の
謝
辞
を
述
べ
る
。 

 

そ
の
上
で
、
書
翰
第
一
点
目
が
誤
聞
で
あ
る
旨
を
、
こ
と
詳
細
に
解
き
明
か
す
。

こ
の
下
り
が
、「
事
件
」
に
対
す
る
西
丸
幕
閣
の
公
式
見
解
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
①

二
～
三
ヶ
月
以
前
か
ら
、
江
戸
市
中
の
富
豪
に
対
す
る
強
盗
行
為
や
通
行
人
に
対
す

る
略
奪
行
為
が
頻
繁
に
起
き
て
い
た
。
②
野
州
出い

ず

流
山

る

さ

ん

〔
現
栃
木
市
出
流
町
一
帯
〕

に
し
ょ
う
し
ゅ
う

し
て
は
近
村
を
劫
掠
す
る
事
件
が
起
き
て
い
た
。
③
荻
野
山
中
藩
〔
荻
山

中
と
も
、
譜
代
、
一
万
三
千
石
、
藩
主
大
久
保
教
義

の
り
よ
し

〕
の
陣
屋
〔
現
神
奈
川
県
厚
木

市
下
荻
野
〕
が
焼
か
れ
備
蓄
が
略
奪
さ
れ
た
。
④
こ
れ
ら
の
事
件
に
関
わ
っ
た
一
党

を
捕
ら
え
た
と
こ
ろ
、
同
志
の
者
は
薩
摩
藩
邸
に
匿
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
白
状
し
た

〔
竹
内
啓
等
の
白
状
〕
。⑤
さ
ら
に
江
戸
市
中
取
締
を
担
っ
て
い
る
庄
内
藩
藩
兵
の
屯

所
を
襲
い
、銃
射
し
た
者
等
の
跡
を
追
っ
た
と
こ
ろ
、や
は
り
薩
邸
に
逃
げ
込
ん
だ
。

⑥
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
兇
徒
を
召
し
捕
り
引
き
渡
す
よ
う
、
薩
邸
側
に
庄
内
藩
兵

が
交
渉
し
迫
っ
た
が
承
伏
せ
ず
、
邸
内
か
ら
発
砲
し
て
き
た
。
⑦
そ
こ
で
、
こ
ち
ら

も
や
む
を
得
ず
戎
器
を
用
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。
⑧
そ
し
て
、
江
戸
政
府
陸
軍
数
隊

と
在
府
諸
藩
大
名
数
家
の
兵
も
薩
邸
に
差
し
向
け
、
島
津
家
附
属
の
邸
宅
数
カ
所
を

取
り
囲
ん
だ
。
⑨
そ
の
結
果
、
討
ち
取
り
・
生
け
捕
り
の
島
津
家
家
臣
は
計
数
百
十

人
と
な
っ
た
。
⑩
も
っ
と
も
、
薩
摩
藩
士
の
な
か
で
も
上
記
の
悪
事
に
関
与
し
て
い

な
い
者
も
多
く
、
彼
等
に
は
罪
は
ま
っ
た
く
無
い
の
で
、
当
方
で
夫
々
取
り
調
べ
、

聚
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相
応
の
処
置
を
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 
以
上
の
十
点
を
以
て
「
事
件
」
を
説
明
、
外
国
交
際
に
障
り
が
生
ず
る
こ
と
を
憂

慮
し
、
今
後
も
必
要
な
忠
告
を
貰
い
た
い
と
記
し
た
上
で
、
在
坂
幕
閣
に
も
外
国
総

裁
〔
小
笠
原
長
行
〕
よ
り
書
翰
訳
文
を
早
速
送
る
、
と
約
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。 

 

返
書
署
名
欄
は
、
当
初
「
外
国
奉
行 

連
名
」
と
だ
け
記
し
た
の
を
、
外
国
奉
行

並
杉
浦
以
下
江
連
ま
で
五
名
が
、
官
位
名
と
共
に
花
押
を
署
す
形
式
へ
と
改
め
て
い

る
〔
修
正
案
文
の
た
め
朱
で
入
れ
て
あ
る
、
ま
だ
花
押
は
署
さ
れ
て
い
な
い
〕
。 

 

外
国
奉
行
並
起
案
に
よ
る
西
丸
幕
閣
の
こ
の
公
式
見
解
は
、
⑦
の
発
炮
の
先
後
に

真
偽
の
余
地
が
残
り
、
⑧
の
幕
府
陸
軍
と
諸
藩
隊
の
派
遣
は
時
間
的
齟
齬
が
あ
る
も

の
の
、
他
は
ほ
ぼ
事
実
に
即
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
式
見
解
が
急
ぎ
ア
メ
リ
書
記

官
に
対
す
る
返
答
と
し
て
起
案
さ
れ
た
以
上
、
慶
応
四
年
正
月
一
日
〔
一
八
六
八
年

一
月
二
十
五
日
〕
の
ポ
ル
ト
メ
ン
の
横
浜
出
航
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
十
二
月
晦

日
〔
三
十
日
〕
の
内
に
、
大
急
ぎ
で
英
訳
さ
れ
〔
所
々
に
消
し
や
書
き
換
え
が
あ
る
〕、

清
書
も
済
ま
せ
、
実
際
に
手
渡
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
時
の
西
丸
幕
閣
と
各

国
公
使
・
書
記
官
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
考
え
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
。 

 

た
だ
し
、十
二
月
晦
日
に
起
案
さ
れ
た
返
書
案
文
は
、
正
式
な
手
続
き
と
し
て
は
、

そ
の
後
「
二ふ

た

時

限

と
き
か
ぎ
り

」
（
四
時
間
以
内
）
に
山
口
駿
河
守
外
国
惣
奉
行
並
ら
が
眼
を
通

し
、
確
認
を
意
味
す
る
署
名
・
捺
印
・
花
押
・
合
点
を
記
し
、
正
月
三
日
に
老
中
外

国
総
奉
行
小
笠
原
壱
岐
守
に
「
鰭
付
」
で
上
げ
、
正
式
な
外
交
返
書
と
し
て
確
認
さ

れ
た
（
後
に
、
編
纂
に
不
要
な
中
間
経
過
部
分
に
貼
り
紙
が
附
さ
れ
た
）
。 

 

な
お
、
ポ
ル
ト
メ
ン
は
自
ら
の
英
文
書
翰
を
在
坂
ア
メ
リ
カ
公
使
フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ

ル
グ
に
も
送
る
と
記
し
て
い
た
以
上
、
出
航
直
前
に
手
に
し
た
英
訳
返
書
も
、
当
然

大
坂
へ
送
る
手
筈
を
と
っ
て
か
ら
出
航
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
更
に
、
ポ
ル
ト

メ
ン
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
到
着
後
に
は
「
伝
信
」
に
よ
り
、
書
翰
・
英
訳
返
書
と

も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ロ
ン
ド
ン
・
パ
リ
へ
も
報
知
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

政
治
史
・
外
交
史
研
究
者
で
は
な
い
私
と
し
て
は
、
ま
ず
こ
こ
ま
で
の
史
料
提
供
・

考
察
を
以
て
史
料
蒐
集
研
究
の
義
務
を
果
た
し
た
と
考
え
る
が
、
こ
の
返
答
書
翰
と
、

鳥
羽
・
伏
見
で
の
戦
争
勃
発
後
、
慶
応
四
年
正
月
二
十
一
日
（
一
八
六
八
年
二
月
十

四
日
）
に
、
諸
外
国
が
旧
幕
府
と
京
都
新
政
府
と
の
内
戦
に
対
し
、
局
外
中
立
を
決

定
し
た
と
い
う
こ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
諸
賢
の
考
察
を
期
待
し
た
い
。 

 

考
察
上
必
要
と
思
わ
れ
る
要
件
を
列
挙
し
て
お
け
ば
、
①
既
述
し
た
よ
う
に
、
在

坂
ア
メ
リ
カ
公
使
フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
グ
は
、
ポ
ル
ト
メ
ン
か
ら
こ
の
英
文
返
書
を
受

け
取
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
②
そ
の
受
け
取
り
は
、
大
坂
に
届
く
日
数
を
考
慮
し
て

も
、
慶
応
四
年
一
月
十
一
日
（
一
八
六
八
年
二
月
四
日
）
に
起
き
た
神
戸
事
件
の
少

し
前
か
、
あ
る
い
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
頃
で
あ
る
こ
と
。
③
フ
ァ
ル
ケ
ン
ボ
ル
グ

か
ら
、
同
じ
く
在
坂
の
各
国
公
使
等
に
も
こ
の
書
翰
が
伝
わ
っ
た
か
否
か
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
こ
と
。
④
諸
外
国
が
「
局
外
中
立
」
を
決
す
る
上
で
、
在
坂
・
在
横
浜

各
国
公
使
・
書
記
官
ら
の
日
本
情
勢
分
析
と
、「
局
外
中
立
」
決
定
と
の
間
に
は
、
如

何
な
る
シ
ス
テ
ム
と
現
実
の
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
。 

 

以
上
の
要
素
の
内
、
と
り
わ
け
④
の
考
察
が
必
要
な
た
め
、
こ
の
返
書
が
諸
外
国

の
「
局
外
中
立
」
宣
言
決
定
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
如
何
、
と
い
っ
た
こ
と
に
対
し
て

は
、
私
の
言
及
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
が
、
以
下
の
こ
と
だ
け
は
言
え
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
神
戸
事
件
の
直
前
か
そ
の
時
期
か
に
、
こ
の
薩
邸
焼
き
討
ち
「
事
件
」

に
関
す
る
「
江
戸
政
府
」
西
丸
幕
閣
の
公
式
見
解
が
在
坂
諸
国
公
使
ら
に
も
伝
わ
っ
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て
い
た
と
す
れ
ば
、
神
戸
事
件
に
よ
っ
て
一
挙
に
悪
化
し
た
諸
外
国
の
「
京
都
新
政

府
」
に
対
す
る
評
価
は
、
神
戸
事
件
の
み
の
場
合
以
上
に
、
更
に
低
下
し
た
で
あ
ろ

う
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ポ
ル
ト
メ
ン
が
、
薩
邸
焼
き
討
ち
事
件
を
知
っ
た
時

点
で
、
「
大
君
政
府
と
大
名
一
致
の
兵
の
公
戦
」「
大
名
方
の
頭
取
ハ
薩
摩
侯
」
と
い

っ
た
大
誤
聞
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、「
大
君
政
府
」
＝
一
橋
公
政
府
へ
の
期
待
・
信

頼
を
、
開
港
・
交
易
路
線
を
継
続
す
る
観
点
か
ら
、
な
お
維
持
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
け
で
も
十
分
に
想
像
し
う
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
、《
江
戸
・
関
東
各
地
で

蛮
行
を
働
い
て
い
た
浪
士
を
、
薩
邸
が
匿
っ
て
い
た
の
で
、
幕
府
が
浪
士
捕
縛
交
渉

に
庄
内
藩
兵
ら
を
差
し
向
け
た
が
、
交
渉
破
綻
に
よ
り
戦
争
に
な
っ
た
》
と
い
う
外

国
奉
行
ら
の
説
明
が
届
け
ば
、
そ
れ
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う（26）

。 

  

お
わ
り
に 

  

以
上
を
以
て
、
こ
の
間
蒐
集
し
得
た
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
に
関
す
る
原
写
本

史
料
の
紹
介
と
、
未
だ
活
用
を
見
て
い
な
い
活
字
史
料
と
か
ら
の
、「
事
件
」
に
つ
い

て
の
考
察
を
終
え
る
。
筆
者
は
、
な
お
多
く
の
「
事
件
」
関
連
原
写
本
史
料
を
蒐
集

し
終
え
て
い
る
が
、
既
に
紙
幅
を
大
幅
に
超
過
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
提
示
・

考
察
は
、
ま
た
新
た
な
機
会
を
得
て
行
う
こ
と
と
す
る
。 

 

前
稿
と
同
様
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
も
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
国
立
公

文
書
館
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。 

 

な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
度
跡
見
学
園
女
子
大
学
特
別
研
究
助
成
費
の
交
付
を

受
け
た
研
究
課
題
《
『
戊
辰
戦
争
期
江
戸
出
来
事
・
情
報
総
覧
（
月
日
表
）』
作
成
の

た
め
の
、
膨
大
な
史
料
群
（
未
刊
原
文
書
・
貴
重
写
本
）
の
写
真
・
複
写
、
及
び
原

史
料
収
集
》
（
前
々
年
度
よ
り
三
年
継
続
）
を
遂
行
し
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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『復古記』不採録の諸記録から探る江戸情勢 (三) 

註 （
1
）
拙
稿
「
『
復
古
記
』
不
採
録
の
諸
記
録
か
ら
探
る
江
戸
情
勢
(二)
―
《
薩
摩
藩
邸
焼
き
討

ち
事
件
》
の
史
料
的
解
明
そ
の
一
―
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
49
号
、

二
〇
一
四
年
三
月
〔
以
下
、
前
稿
と
略
記
〕。 

（
2
）
以
上
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書4175-1004

「
酒
井
忠
匡
家
記
」。 

（
3
）
以
上
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書4273-12

「
加
藤
氏
日
記
」
。 

（
4
）
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
（
一
九
九
五
年
岩
波
書
店
）、 

五
七
二
七
・
五
七
二
九
号
。
な
お
こ
れ
と
同
じ
記
事
が
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵

文
書
「
黒
川
秀
波
筆
記
」
第
75
冊
に
あ
る
。
黒
川
秀
波
に
つ
い
て
は
前
稿
註
（
3
）
参
照
。 

（
5
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
文
書150-0153

「
坤
儀
革
正
録
」
第
55
冊
。
な
お
「
坤 

儀
革
正
録
」
は
大
垣
藩
市
川
東
厳
の
筆
録
で
あ
る
。
前
稿
註
（
4
）
参
照
。 

（
6
）
大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』（
二
〇
〇
九
年
吉
川
弘
文
館
）
「
評
定
所
（
施
設
）」 

参
照
。
な
お
実
際
、
そ
の
後
、
翌
年
に
跨
が
る
審
理
は
、
隣
接
の
評
定
所
で
行
わ
れ
た
。 

（
7
）
註
（
15
）
参
照
。 

（
8
）
註
（
5
）
「
坤
儀
革
正
録
」
、
お
よ
び
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書
、
維
新
史
料

引
継
本-I

に-134-1

「
淀
藩
加
藤
某
秘
書
」・
維
新
史
料
引
継
本-I

に-134-2
「
淀
藩
加
藤
某

御
用
留
」・
維
新
史
料
引
継
本-I

と-174-A

「
慶
応
見
聞
集
」
。 

（
9
）
前
註
の
「
淀
藩
加
藤
某
秘
書
」
・「
淀
藩
加
藤
某
御
用
留
」
・「
慶
応
見
聞
集
」
。 

（
10
）
前
稿
、
一
二
一
頁
下
段
参
照
。 

（
11
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
多
聞
櫓
文
書
、
多034924

「
松
平
修
理
大
夫
屋
敷
内
ニ
お
ゐ

て
召
捕
候
者
并
降
人
共
立
合
吟
味
被
仰
付
候
面
々
可
相
達
趣
」。
な
お
、
関
連
の
文
書
と
し

て
、『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
五
七
三
〇
号
が
あ
る
。 

（
12
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
文
書
「
黒
川
秀
波
筆
記
」
第
75
冊
。 

（
13
）
江
戸
切
絵
図
「
芝
三
田
二
本
榎
高
輪
辺
絵
図
」
（
文
久
元
年
酉
歳
改
正
、
尾
張
屋
清
七 

版
）、
日
本
歴
史
地
名
大
系
13
『
東
京
都
の
地
名
』（
二
〇
〇
二
年
平
凡
社
）「
三
田
綱
町
」。 

（
14
）
「
黒
川
秀
波
筆
記
」
自
体
が
、
基
本
的
に
日
に
ち
単
位
の
記
録
で
あ
る
。
先
の
松
平
肥 

後
守
内
神
尾
鉄
之
丞
の
「
伺
」
が
、「
一 

丁
卯
十
二
月
廿
五
日
」
に
始
ま
る
一
つ
書
の
第 

一
項
で
あ
り
、
第
二
項
に
は
、『
復
古
記
』
が
採
録
し
た
、
庄
内
藩
家
老
松
平
権
十
郎
の
二 

十
五
日
付
届
書
（
前
稿
一
の
㈡
参
照
）、
第
三
項
に
は
、
堀
田
相
模
守
の
二
十
五
日
付
届
、 

そ
し
て
第
四
項
に
こ
の
「
覚
」
が
あ
り
、
第
五
項
に
、
次
の
鳥
居
丹
波
守
に
下
し
た
「
達
」 

が
あ
っ
て
二
十
五
日
の
項
が
終
わ
り
、
次
に
一
つ
書
を
改
め
、
「
一 

同
十
二
月
廿
六
日
」 

と
続
け
て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
確
実
で
あ
る
。 

（
15
）
先
に
挙
げ
た
四
点
の
原
写
本
史
料
の
他
、
「
丹
羽
長
祐
家
記
」
に
は
、
庄
内
藩
と
松
山 

藩
が
伝
奏
屋
敷
に
入
れ
た
七
十
五
名
の
内
、
計
二
十
九
名
〔
薩
摩
藩
士
十
四
名
・
同
家
来

四
名
、
佐
土
原
藩
士
九
名
・
同
家
来
二
名
〕
を
二
十
九
日
に
二
本
松
藩
が
預
か
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書4175-1077

「
丹
羽
長
裕
家
記
」
乾
〕。

ま
た
、「
島
津
忠
義
家
記
」
に
は
、
当
日
薩
邸
内
に
い
た
藩
士
ら
に
関
す
る
、
全
四
十
五
丁

に
も
わ
た
る
詳
細
な
調
査
記
録
が
あ
る
が
、
こ
の
調
査
は
辰
三
月
の
も
の
で
、
赤
報
隊
相

楽
総
三
ら
へ
の
「
処
分
」
決
定
が
な
さ
れ
た
時
期
と
重
な
り
、
史
料
性
格
に
対
す
る
慎
重

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
後
日
機
会
を
得
て
全
文
紹
介
を
行
う
が
、
薩
邸
に
召
し
抱
え
ら

れ
て
い
た
職
人
や
人
足
を
含
め
、
一
五
〇
名
程
の
実
名
が
確
定
で
き
、
夫
々
の
結
果
な
ど

も
判
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
〔
同
所
蔵
文
書4175-898

「
島
津
忠
義
家
記
」
四
〕。 

（
16
）
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
、
五
七
三
一
号
。 

（
17
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
多
聞
櫓
文
書
、
多043040

「
薩
州
藩
士
益
満
休
之
助
御
預
被

仰
付
之
儀
御
免
被
成
候
様
奉
伺
候
書
付
」
。 

（
18
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
多
聞
櫓
文
書
、
多015310

「
松
平
修
理
大
夫
様
家
来
益
満
休

之
助
勝
安
房
守
様
江
御
引
渡
之
段
御
届
」
。 

（
19
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
文
書
、
維
新
史
料
引
継
本-II

ほ-522-20

「
三
浦
備
後
守
家
来

鳩
山
十
右
衛
門
ヨ
リ
益
満
休
之
助
佐
藤
作
送
届
状
（
勝
精
家
所
蔵
本
、
写
）」。 

（
20
）
従
来
、
多
く
は
勁
草
書
房
版
『
勝
海
舟
全
集
』
19
「
日
記
」
Ⅱ
、
三
月
二
日
の
、「
南 

部
弥
八
郎
、
肥
後
七
左
衛
門
、
益
満
休
之
助
等
は
頭
分
な
る
を
以
て
、
そ
の
罪
遁
る
べ
か
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ら
ず
、
死
罪
に
所
せ
ら
る
、
早
々
の
旨
に
て
、
所
々
へ
御
預
け
置
か
れ
し
が
…
…
」
と
の

記
事
か
ら
云
々
さ
れ
て
き
た
が
、
別
本
で
あ
る
江
戸
東
京
博
物
館
史
料
叢
書
本
の
勝
海
舟

関
係
資
料
『
海
舟
日
記
』
㈢
〕
の
当
日
欄
に
は
、
た
だ
「
松
濤
已
下
手
附
被
仰
付
、
薩
人

三
人
御
預
被
命
、
受
取
る
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
薩
人
三
人
」
が
勁
草
書

房
版
の
南
部
・
肥
後
・
益
満
だ
と
す
る
と
、
Ｃ
文
書
中
の
佐
藤
作
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、

こ
の
日
、
勝
の
許
に
入
っ
た
薩
摩
藩
士
に
つ
い
て
は
、
人
数
・
氏
名
と
も
な
お
検
討
の
要

が
あ
る
。 

（
21
）
『
品
川
区
史
』
通
史
編
上
巻
（
品
川
区
、
一
九
七
三
年
）
に
は
、
品
川
宿
放
火
に
関
す 

る
詳
し
い
記
述
も
あ
る
が
（
同
書
、
五
一
七
～
五
二
〇
頁
）、
下
蛇
窪
村
名
主
見
習
伊
藤
八 

郎
の
文
書
を
活
用
し
た
も
の
で
、
こ
の
史
料
群
の
よ
う
な
、
被
害
調
査
届
で
は
な
い
。 

（
22
）
以
上
、
『
品
川
区
史
』
資
料
編
（
品
川
区
、
一
九
七
一
年
）
六
五
六
頁
～
六
六
〇
頁
、 

利
田
家
文
書
「
慶
応
三
卯
年
十
二
月
二
十
五
日
南
品
川
宿
焼
失
御
用
留
」
四
点
よ
り
。 

（
23
）
こ
の
ポ
ル
ト
メ
ン
書
翰
と
、
書
翰
返
書
と
し
て
の
西
丸
幕
閣
の
公
式
見
解
は
、
す
で
に 

外
務
省
調
査
部
編
外
務
省
蔵
版
『
大
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
第
一
冊
（
一
九
三
六
年
、

日
本
国
際
協
会
、
以
下
単
に
『
外
交
』
と
略
記
）
に
、
外
務
省
編
纂
の
『
続
通
信
全
覧
』

を
典
拠
と
し
て
収
録
さ
れ
て
は
い
る
〔
第
七
三
号
文
書
・
第
七
五
文
書
〕。
た
だ
し
、
原
文

書
で
あ
る
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
外
務
省
引
継
書
類
」
と
対
照
す
る
と
、『
外
交
』
七
三
号
文

書
が
ポ
ル
ト
メ
ン
書
翰
で
あ
る
が
、
原
文
書
和
訳
の
巻
頭
に
あ
る
「
丁
卯
十
二
月
廿
八
日

【
差
出
ス
】
」
部
分
が
な
く
、
第
七
五
文
書
の
返
書
案
文
に
い
た
っ
て
は
、
起
案
者
で
あ
る

鵜
飼
弥
一
以
下
四
名
の
連
署
も
な
け
れ
ば
、
上
欄
の
駿
河
守
以
下
七
名
の
確
認
署
名
も
な

く
、
い
き
な
り
「
以
書
状
致
啓
上
候
」
で
始
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
編
纂
時
に
不
要
と
し

て
附
し
た
紙
下
の
部
分
の
「
二
時
限
」
等
々
の
文
言
は
勿
論
な
く
、
更
に
返
書
の
英
訳
は

全
く
載
っ
て
い
な
い
（
勿
論
、
仮
に
載
せ
た
と
し
て
も
、
そ
の
英
文
が
書
き
直
し
の
多
い

も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
見
え
よ
う
は
ず
も
な
い
）。
こ
れ
ら
の
た
め
、
ポ
ル
ト
メ
ン
書

翰
を
受
け
取
っ
て
和
訳
し
、
外
国
奉
行
並
ら
が
返
書
案
文
を
記
し
、
そ
の
ま
た
英
訳
を
付

す
作
業
が
ど
れ
ほ
ど
急
な
作
業
で
あ
っ
た
か
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
本
稿
が
、
ポ
ル
ト

メ
ン
書
翰
を
原
本
に
よ
っ
て
考
察
す
る
所
以
で
あ
る
。 

 
 
 

な
お
、『
外
交
』
が
依
拠
し
た
外
務
省
編
『
続
通
信
全
覧
』
編
年
之
部
三
百
五
十
二
、
米 

国
往
復
書
翰
第
二
十
六
中
の
「
丁
卯
十
二
月
廿
八
日
」
文
書
が
ポ
ル
ト
メ
ン
書
翰
の
和
訳
、 

「
丁
卯
十
二
月
晦
日
」
文
書
が
外
国
奉
行
並
ら
の
返
答
案
で
あ
る
が
、
英
文
は
書
翰
も
返

答
案
も
無
い
。
ま
た
こ
の
返
答
案
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
い
き
な
り
「
以
書
状
致
啓

上
候
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
外
務
省
引
継
書
類
中
の
本
史

料
で
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
考
察
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。 

（
24
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
外
務
省
引
継
書
類-_-931

「
江
戸
三
田
薩
州
邸
砲
撃
ノ 

理
由
米
国
書
記
官
ポ
ル
ト
メ
ン
氏
ヨ
リ
問
合
一
件
」。
な
お
、
こ
の
ポ
ル
ト
メ
ン
書
翰
を
活

用
し
て
の
研
究
は
、
石
井
孝
氏
の
『
増
訂
明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
』
全
三
冊
に
も
な
く
、

そ
の
後
も
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
谷
徹
『
戊
辰
戦
争
』〔
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七
年
〕
Ⅱ
２
「
慶
喜
追
討
令
と
列
強
の
中
立
宣
言
」
に
は
、
戊
辰
内
乱
時
に
お
け

る
「
局
外
中
立
」
を
検
討
す
る
上
で
の
、
大
切
な
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

（
25
）H

itotsubashi

をStotsbashi

と
表
記
し
て
い
る
外
国
文
書
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る 

様
で
あ
る
。
そ
の
背
景
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
江
戸
っ
子
」
がH

i

をShi

と
し
か
発
音
で
き 

な
か
っ
た
こ
と
が
反
映
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

（
26
）
神
戸
事
件
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
西
宮
警
衛
に
向
か
っ
て
い
た
新
政
府
軍
備
前
藩 

兵
が
神
戸
外
国
人
居
留
地
近
く
を
行
軍
中
、
居
留
地
の
外
国
人
と
も
め
事
を
起
こ
し
、
備

前
藩
家
老
日
置
帯
刀
が
指
揮
を
と
る
な
か
、
藩
兵
が
外
国
人
に
対
し
て
発
砲
、
居
留
地
一

帯
で
イ
ギ
リ
ス
人
・
フ
ラ
ン
ス
人
・
ア
メ
リ
カ
人
ら
と
戦
闘
と
な
り
、
二
名
を
撃
ち
殺
し
、

一
名
を
負
傷
さ
せ
、
つ
い
に
諸
国
兵
士
に
よ
り
神
戸
港
が
一
時
占
拠
さ
れ
た
事
件
で
あ
る

〔
石
井
孝
『
増
訂
明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
』
分
冊
三
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）

七
五
七
～
七
七
二
頁
参
照
、
な
お
拙
稿
「
『
太
政
官
日
誌
』
の
発
刊
意
図
と
そ
の
基
本
的
性

格
ー
《
新
政
府
》
に
よ
る
江
戸
民
衆
意
識
掌
握
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
の
一
環
と
し
て
ー
」

『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
』
第
４
号
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
も
参
照
さ
れ
た
い
〕
。 
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